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会員制捜索ヘリサービス ココヘリ
入会金無料キャンペーンが
8月末で終了します。

労山基金５口＋ココヘリ加入の場合

費用
救助・捜索 海外救助

捜索費用
個人
賠償

物品
補償

入院
日額

通院
日額 死亡死亡死亡 ココ

ヘリ
地上

捜索隊

500
万円

150～
   200

万円

１億 ３
万円

4,000
円

2,000
円

 100
万円

補償内容 捜索体制

8,650 円年額 ココヘリ年会費
3,650 円（税別）含む

※1 労山基金 1 口 1,000 円 ×5 口加入の場合
※ココヘリ会員は「救助・捜索交付金額限度＝寄付金登録申込額 ×1,000」となります。
※2 初年度 300 倍、継続 1 年ごとに 10 倍加算。最高 400 倍。5,000m 以上の高所登山は
   加入から 1 年以上経過してから有効となる。

※1 ※2 ※1 ※1 ※1

3 回までの捜索が無料  合計 9 時間

地上捜索隊
ココヘリ受信機を使った
地上捜索隊を全国に配備

死亡交付金

通院日額

入院日額

4,000 円 /1 日 ×210 日

物品補償

1

500 万円 (1,000 倍）

150～200 万円（300～400 倍）

2,000 円 /1 日 ×50 日

100
個人賠償

3

海外救助・捜索費用

救助・捜索費用 ココヘリ

万円

年以内1

年以内1

億円 万円



　

深
田
久
弥
の
百
名
山
で
標
高
が

一
番
低
い
山
が
筑
波
山
（
８
７
７

ｍ　

茨
城
県
）
で
（
二
番
目
に
低

い
山
は
九
州
の
開
聞
岳
）、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
交
通
の
利
便
性

が
格
段
に
よ
く
な
り
、
更
に
お
得

な
特
別
切
符
（
筑
波
山
あ
る
キ
ッ

プ
と
筑
波
山
キ
ッ
プ 　

２
０
２
０

年
２
月
現
在
は
販
売
中
止
）も
あ
っ

て
、
週
末
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客

と
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
特

に
、２
月
上
旬
～
３
月
上
旬
の
「
筑

波
山
梅
祭
り
」
と
４
月
上
旬
か
ら

中
旬
の
「
筑
波
山
頂
カ
タ
ク
リ
の

花
ま
つ
り
」
は
人
気
が
あ
る
。

　

カ
タ
ク
リ
を
見
る
た
め
に
は
、

御
幸
ヶ
原
に
行
く
の
が
良
い
。
筑

波
山
神
社
か
ら
１
時
間
半
（
標
高

差
６
１
０
ｍ
）
の
登
り
で
到
着
す

る
。
こ
の
御
幸
ヶ
原
を
中
心
に
東

の
女
体
山
に
向
か
う
途
中
に
保
護

さ
れ
た
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ

り
、
２
ｈ
ａ
の
敷
地
に
３
万
株
の

カ
タ
ク
リ
が
自
然
の
ま
ま
群
生
し

て
い
る
。
男
体
山
を
周
回
す
る
筑

波
山
自
然
研
究
路
（
一
周
６０
分
）

沿
い
の
斜
面
の
北
側
に
多
く
の
カ

タ
ク
リ
が
咲
い
て
お
り
、
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
だ
。
隠
れ
た
群
生
地
は
、

御
幸
ヶ
原
の
東
側
か
ら
通
称
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
コ
ー
ス
を
２０
分
北
へ

下
っ
た
所
で
、
道
幅
も
広
く
見
事

な
群
落
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
ニ
リ

ン
ソ
ウ
の
群
落
も
あ
る
。
最
近
盗

掘
が
多
く
て
、
株
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
だ
。

　

カ
タ
ク
リ
の
見
頃
は
、
麓
の
つ

く
ば
市
の
桜
が
満
開
に
な
っ
た
一

週
間
後
が
ベ
ス
ト
で
、
つ
く
ば
市

の
桜
は
東
京
の
一
週
間
後
に
満
開

に
な
る
。
お
天
気
が
良
い
日
を
選

ん
で
、
き
れ
い
な
カ
タ
ク
リ
を
見

に
来
て
ほ
し
い
。
茨
城
県
で
ほ
か

に
カ
タ
ク
リ
が
有
名
な
の
は
、
御

前
山
と
吾
国
山
が
あ
る
。

筑
波
山
　
知
ら
れ
ざ
る
カ
タ
ク
リ
群
生
地

山
村
幸
夫  

つ
く
ば
ね
山
の
会
／
茨
城

春を告げる紫色のカタクリ

ニリンソウとカタクリ咲く自然研究路
ニリンソウ
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佐
渡
の
ド
ン
デ
ン
山
（
尻
立
山

９
３
４
ｍ
）
は
標
高
９
５
０
ｍ
足
ら

ず
の
山
だ
が
、
日
本
の
北
限
と
南
限

の
花
が
共
生
す
る
全
国
で
も
希
少
な

島
で
あ
る
（
島
内
の
最
高
峰
は
金
北

山
１
１
７
２
ｍ
）。
冬
に
は
日
本
海
か

ら
の
冷
た
い
湿
気
を
含
ん
だ
強
風
が

吹
き
荒
れ
、
９
３
４
ｍ
と
い
え
ど
も

本
州
の
２
千
ｍ
以
上
の
植
生
が
み
ら

れ
、
独
特
の
生
態
系
が
あ
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　

島
内
に
は
大
型
動
物
が
生
息
し
て

い
な
い
た
め
年
々
花

の
数
が
増
え
て
、
約

１
５
０
０
種
以
上
の

植
物
が
自
生
し
て
い

る
。
四
季
折
々
の

花
々
や
高
山
植
物
が

一
斉
に
咲
き
誇
る
の

が
４
月
中
旬
か
ら
５

月
中
旬
の
１
カ
月

だ
。
こ
の
時
期
に
は

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
、
オ
オ

イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の

高
山
植
物
を
は
じ

め
、
雪
割
草
（
オ
オ

ミ
ス
ミ
ソ
ウ
）
や
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
・

カ
タ
ク
リ
・
ニ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
山
野
草
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。

　

佐
渡
の
山
々
の
ほ
と
ん
ど
に
カ
タ

ク
リ
が
あ
り
、
ド
ン
デ
ン
山
の
南
側

に
あ
る
「
ド
ン
デ
ン
高
原
ロ
ッ
ジ
（
ド

ン
デ
ン
山
荘
）」
に
通
じ
る
バ
ス
道
路

の
道
端
に
も
多
く
の
群
生
が
見
ら
れ

る
。
カ
タ
ク
リ
は
氷
河
期
の
生
き
残
り

で
、
佐
渡
が
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
い

た
と
い
う
証
拠
で
あ
る
。
特
に
、
花

の
宝
庫
と
し
て
有
名
な
ア
オ
ネ
バ
渓

谷
の
沢
沿
い
の
登
山
道
（
ア
オ
ネ
バ

十
字
路
ま
で
約
１
時
間
半
）
は
登
山

者
を
く
ぎ
付
け
に
す
る
。
ア
オ
ネ
バ

渓
谷
は
「
青
い
粘
々
し
た
土
壌
」
か

ら
こ
う
名
付
け
ら
れ
た
が
、
ド
ン
デ

ン
山
へ
の
登
山
ル
ー
ト
と
し
て
多
く

の
ハ
イ
カ
ー
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

ド
ン
デ
ン
高
原
ロ
ッ
ジ
に
宿
泊
し

て
ゆ
っ
く
り
花
を
楽
し
ん
だ
り
、
こ

こ
か
ら
西
側
へ
延
び
る
尾
根
を
歩
い

て
金
北
山
へ
縦
走
（
５
～
６
時
間
）

し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

佐
渡
・
ド
ン
デ
ン
山
　
高
山
植
物
の
宝
庫

田
上
千
俊  

Ｈ
Ｃ 

Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ 

Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
／
東
京

キクザキイチゲとカタクリ

ヒトリシズカ

2



両津港よりドンデン山を望む

エチゴキジムシロ

ザゼンソウ

ショウジョウバカマの群落

ユキワリソウ

佐渡市発行「大佐渡縦走トレッキングマップ」より※来島の際は、感染症対策には十分に留意し
てトレッキングを楽しんでください。（佐渡
トレッキング協議会）
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ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ
っ
て
？

　

こ
の
原
稿
依
頼
を
い
た
だ
く
ま
で

ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

興
味
も
な
く
、
天
城
の
山
々
を
楽
し

ん
で
き
た
。
山
を
ピ
ン
ク
に
染
め
る

マ
メ
ザ
ク
ラ
、
初
夏
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

や
ア
セ
ビ
の
ト
ン
ネ
ル
、
紅
葉
や
雪

景
色
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
天
城
の

山
々
は
楽
し
め
る
。
し
か
し
、
ア
マ

ギ
ツ
ツ
ジ
の
咲
く
６
月
～
７
月
は
梅

雨
の
真
っ
た
だ
中
、
晴
れ
て
い
れ
ば

暑
く
て
な
か
な
か
天
城
へ
は
足

が
向
か
な
い
か
ら
だ
。

　

ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ
は
「
筑
波
実

験
植
物
園
」
に
よ
る
と
、「
高
さ

３
～
６
m
の
落
葉
低
木
。
幹
は

直
立
す
る
。（
中
略
）
花
が
赤
色

で
直
径
５
～
８
㎝
と
大
き
く
、

葉
が
展
開
し
て
か
ら
開
花
す
る

た
め
花
期
が
遅
い
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
。
子
房
に
は
白
い
毛
が

密
生
す
る
。
自
然
分
布
は
、
本

州
（
伊
豆
半
島
の
天
城
山
周
辺

お
よ
び
熱
海
市
日
金
山
の
林
内

ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ
の
咲
く
天
城
路
・
八
丁
池

植
松
久
美
子  

沼
津
勤
労
者
山
岳
会
／
静
岡

新緑の若葉に映えるアマギツツジ。ピンクよりも濃い朱色
（左写真は提供：遠藤信子）

八丁池（写真提供：遠藤信子）
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に
生
え
る
）」
と
あ
る
。

　
八
丁
池
で
出
会
っ
た

　

２
０
１
９
年
７
月
、
ハ
イ
キ
ン
グ

教
室
で
天
城
山
中
に
あ
る
八
丁
池
（
標

高
１
１
２
５
ｍ　

静
岡
県
）
を
選
ん

だ
。
八
丁
池
は
、
伊
豆
半
島
を
馬
蹄

形
に
た
ど
る
伊
豆
山
稜
線
上
に
あ
る

火
口
湖
で
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生

息
地
で
も
あ
る
。

　

い
つ
も
は
、
天
城
ト
ン
ネ
ル
近
く

の
駐
車
場
に
車
を
置
き
、
小
説
『
伊

豆
の
踊
子
』（
川
端
康
成
）
や
『
天
城

越
え
』（
松
本
清
張
）
に
登
場
す
る
旧

天
城
ト
ン
ネ
ル
脇
か
ら
伊
豆
山
稜
線

の
天
城
峠
に
登
っ
て
八
丁
池
へ
行
く

が
、
こ
の
時
は
、
最
短
の
水
生
地
歩

道
を
歩
い
た
。

　

こ
の
ル
ー
ト
は
、
沢
沿
い
で
起
伏

が
少
な
く
、
小
さ
な
滝
や
沢
音
を
楽

し
み
な
が
ら
登
れ
る
。
天
城
峠
か
ら

の
山
稜
線
に
合
流
す
る
と
、
林
の
中

に
朱
色
の
花
を
咲
か
せ
た
大
き
な
木

が
見
え
た
。
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
ア

マ
ギ
ツ
ツ
ジ
の
名
前
が
浮
か
ん
だ
。

他
の
ツ
ツ
ジ
か
ら
少
し
遅
れ
て
咲
く

こ
と
、
花
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
緑

が
濃
く
な
り
始
め
た
樹
林
の
中
で
一

際
目
立
ち
、
ど
う
し
て
今
ま
で
見
に

来
て
く
れ
な
か
っ
た
の
？　

と
訴
え

て
い
る
よ
う
だ
。
遠
目
に
は
朱
色
に

見
え
た
が
、
近
づ
く
と
濃
い
ピ
ン
ク

で
華
や
か
な
ツ
ツ
ジ
だ
。

　

今
度
は
、
ア
マ
ギ
ツ
ツ
ジ
を
目
的

に
天
城
へ
足
を
運
ぼ
う
。

八丁池にはモリアオガエルが
生息している

地理院地図（電子国土 Web）に加筆して作成
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お
立
ち
台
か
ら
見
る

　
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
林
は
別
世
界

　

十
文
字
峠
と
は
、
長
野
県
南
佐
久
郡

川
上
村
と
埼
玉
県
秩
父
市
の
境
、
奥

秩
父
に
あ
る
峠
（
標
高
１
９
６
０
ｍ
）。

ま
た
中
央
分
水
嶺
で
も
あ
り
、
埼
玉

県
側
は
荒
川
、
長
野
県
側
は
千
曲
川

の
流
域
で
あ
る
。 

埼
玉
県
側
斜
面
に

十
文
字
小
屋
が
あ
る
。

　

長
野
県
側
の
川
上
村
梓
山
の
高
原

野
菜
の
広
大
な
畑
の
真
ん
中
を
通
り

抜
け
、
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
毛
木
平
駐

車
場
だ
。
駐
車
場
は
無
料
で
６０
台
止

め
ら
れ
、
ト
イ
レ
や
東
屋
を
利
用
で

き
る
。
水
は
無
い
。

　

日
本
１
０
０
名
川
の
千
曲
川
源
流

を
た
ど
り
な
が
ら
登
る
山
、
甲
武
信
ヶ

岳
も
こ
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
。
甲

武
信
ヶ
岳
周
回
に
も
立
ち
寄
る
十
文

字
小
屋
周
辺
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生

地
で
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ト
ン
ネ
ル
を

十
分
楽
し
め
る
。
十
文
字
峠
は
毛
木

平
駐
車
場
か
ら
２
時
間
余
り
の
道
の

り
だ
。

　

登
山
届
は
ト
イ
レ
横
に
あ
る
。
ス

タ
ー
ト
は
駐
車
場
奥
、
ゲ
ー
ト
横
か

ら
林
道
を
１０
分
ほ
ど
進
む
と
千
曲
川

源
流
・
甲
武
信
ヶ
岳
と
の
分
岐
。
左

に
進
み
、
新
し
く
出
来
た
千
曲
源
流

挟さ
ざ

霧ぎ
り

橋ば
し

を
渡
る
。
し
ば
ら
く
沢
沿
い

を
コ
ケ
や
沢
音
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
登
ろ
う
。
八
丁
坂
の
急
坂

を
上
る
と
コ
メ
ツ
ガ
、
シ
ラ
ベ
の
緩

や
か
な
樹
林
帯
に
入
る
。
気
持
ち
の

い
い
風
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

奥
秩
父
・
十
文
字
峠
に

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
じ
ゅ
う
た
ん倉

澤
祥
子  

佐
久
ア
ッ
セ
ン
ト
ク
ラ
ブ
／
長
野

霧の中の幽玄なシャクナゲ林
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こ
を
抜
け
る
と
十
文
字
峠
・
十
文
字

小
屋
だ
。

　

開
花
の
時
期
は
小
屋
の
周
り
に
は

大
木
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
た
ち
が
こ
れ
で

も
か
と
ピ
ン
ク
や
赤
・
白
の
花
を
つ

け
る
。
一
帯
が
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
林
で
、

木
を
組
ん
だ
お
立
ち
台
ま
で
出
来
て

い
て
、
上
か
ら
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
林
を

楽
し
め
る
。
ま
る
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

だ
。
少
し
歩
く
と
展
望
台
も
あ
る
の

で
、
景
色
も
楽
し
め
る
。

　

６
月
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
シ
ー
ズ
ン
は

登
山
者
も
多
く
、
駐
車
場
が
一
杯
に

な
る
こ
と
が
あ
る
。
十
文
字
小
屋
で

は
開
花
情
報
を
ネ
ッ
ト
に
流
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
情
報
を
み
て
毎
年
楽

し
み
に
来
る
人
も
多
い
。

　

こ
の
時
期
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、

帰
り
に
毛
木
平
駐
車
場
を
出
て
橋
ま

で
の
間
の
両
道
脇
に
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ

ヤ
ク
ソ
ウ
の
群
生
が
丁
度
良
い
開
花

で
観
ら
れ
る
こ
と
だ
。
一
面
に
埋
め

尽
く
す
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
の
じ
ゅ
う
た

ん
も
楽
し
ん
で
帰
ろ
う
！

鮮やかに咲き誇るシャクナゲ

シャクナゲと同時期に見られる
ベニバナイチヤクソウ
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先
日
、
テ
レ
ビ
の
お
天
気
コ
ー
ナ
ー

で
様
々
な
春
の
感
じ
方
を
紹
介
し
て
い

た
。
お
お
よ
そ
は
こ
う
だ
っ
た
と
思
う
。

「
初
め
は
徐
々
に
日
が
長
く
な
っ
て
感

じ
る
光
の
春
。
次
に
雪
解
け
水
が
滴
る

音
や
優
し
い
そ
よ
風
な
ど
の
音
の
春
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
肌
で
暖
か
さ
を
実
感

で
き
る
本
当
の
春
」
と
。
確
か
に
そ
の

通
り
。
四
月
は
い
よ
い
よ
「
本
当
の
春
」

だ
。「
本
当
の
春
」
に
は
全
て
が
揃
っ

て
い
る
。

　

早
朝
５
時
に
は
も
う
森
は
明
る
く
輝

き
、
い
つ
の
間
に
渡
っ
て
来
た
の
か
、

美
し
い
小
鳥
た
ち
が
盛
ん
に
囀
る
。
雪

解
け
水
が
溜
ま
っ
た
池
に
は
ク
ロ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
が
揺
れ
、
防
寒
着
は

ザ
ッ
ク
の
中
に
念
の
た
め
入
れ
て
い
る

だ
け
。
想
像
し
た
だ
け
で
嬉
し
く
な
る
。

　

４
月
１
日
、
十
二
湖
へ
と
通
じ
る

全
て
の
道
路
の
冬
期
閉
鎖
が
解
除
さ

れ
る
。
さ
す
が
に
４
月
上
旬
で
は
ま
だ

残
雪
も
あ
る
が
、
遊
歩
道

の
半
分
以
上
は
土
が
出
て

い
る
は
ず
だ
。
中
旬
、
日
に
日
に
小
鳥

の
声
が
増
え
、
カ
タ
ク
リ
や
キ
ク
ザ
キ

イ
チ
ゲ
な
ど
が
足
元
を
埋
め
尽
く
す
。

真
っ
先
に
芽
吹
く
樹
木
は
ヤ
ナ
ギ
の
仲

間
と
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
だ
。
さ
ら
に
１
週

間
、
い
よ
い
よ
こ
の
森
の
主
役
で
あ
る

ブ
ナ
が
芽
吹
き
始
め
、
同
時
に
花
を
付

け
る
。
地
味
な
花
で
は
あ
る
が
、
晩
夏

に
は
様
々
な
動
物
た
ち
の
貴
重
な
食
料

と
な
る
。
そ
し
て
、
最
終
週
辺
り
に
は

ほ
ぼ
全
て
の
樹
木
が
若
葉
を
広
げ
、
全

て
の
夏
鳥
た
ち
が
南
か
ら
渡
っ
て
来

る
。
そ
う
、
こ
れ
で
春
の
完
成
だ
。
毎

年
巡
り
来
る
春
で
は
あ
る
が
、
こ
の
春

が
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
最
後
、
特
別
な

春
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

写
真
は
４
月
中
旬
の
「
四し

ご五
郎ろ

う

の

池
」。
雪
解
け
水
を
湛
え
、
輝
き
、
鳥

た
ち
の
声
が
木
霊
し
て
い
た
。

│第 44 回│

特別な春よ来い
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山村幸夫
田上千俊

植松久美子
倉澤祥子

原田勇成

田上千俊

宮内佐季子

石原裕一郎

武井真理

大蔵喜福

       野尻英一

 村松孝一

松永秀和

鈴木正人
林スミ子

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

亀井共夫

石井光造

　笹原芳樹

表紙写真：宮本宏明

「春の頸城を滑る」
春の頸城山塊・高松山でのスキーツアー。山頂では、眼下に
日本離れしたスケールの焼山北面台地が広がっていた。山頂
で大展望を楽しみ、昼闇山の懐へ滑り込む。標高差 1200 メー
トルの大滑降の始まりだ。

01　花特集　お奨めの山
　　　筑波山　知られざるカタクリ群生地
　　　佐渡・ドンデン山　高山植物の宝庫
　　　アマギツツジの咲く天城路・八丁池
　　　奥秩父・十文字峠にシャクナゲのじゅうたん

08　連載　白神便り
10　ふみあと
11　評議会報告
16　新連載　五輪競技まで広がったスポーツクライミング
18　〝地図読み迷人″の宮内さん南極へいく！ 
20　連載　ネパール温泉紀行
21 　連載　子づれ山さんぽ
22　連載　アドベンチャー・トラベル　
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　会報紹介
28　JWAF CLICK
            マンガ　フゥフゥ ハァハァ  
29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告　
33　連載　中国の青いケシ探訪記
34　花特集　お奨めの山
　　　日光・茶ノ木平～明智平　アカヤシオとシロヤシオが群生
　　　九重・扇が鼻　天然記念物ミヤマキリシマツツジのじゅうたん
36　連載　地図読み迷人
38　地元会員特選ミニガイド　愛知県民の森から上臈岩（愛知）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう ／ あらかると

40　連載　オススメ山道具 　激辛！　オニシのα米
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仲間とともに新たな一歩を踏み出そう！

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟　理事長）

　

第
３４
期
第
1
回
評
議
会
を
２
月

に
開
き
、
提
案
し
た
議
案
す
べ
て

が
採
択
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

の
会
議
だ
っ
た
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

会
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
設
定

し
会
議
を
行
っ
た
。
延
べ
４０
数

名
が
発
言
、
そ
の
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
の
評
議
員
の
発
言
は
半
数
だ
っ

た
。

　

全
国
労
山
の
組
織
数
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
思
い
ど
お
り
に
山
行

が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い

た
こ
と
、
会
員
の
高
齢
化
で
会
の

活
動
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で

会
員
数
は
前
年
度
よ
り
６
８
８
名

が
減
少
、
１
７
５
５
０
名
と
な
り
、

３０
年
前
（
１
９
９
１
年
）
の
組
織

現
勢
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
で
も
、

１０
地
方
連
盟
は
組
織
数
を
伸
ば

し
、
約
９０
の
会
・
ク
ラ
ブ
は
会
員

を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
行

活
動
を
活
発
に
し
て
、
積
極
的
な

拡
大
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
む

報
告
も
行
わ
れ
た
。
評
議
会
で
は
、

「
仲
間
と
と
も
に
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
、
会
員
数
を
増
や
し
た

地
方
連
盟
、
会
・
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
学
び
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
登
山
時
報
」
は
全
国
労
山
の

機
関
誌
と
し
て
位
置
づ
け
て
発
行

し
て
い
る
が
、
購
読
者
は
会
員
の

約
１
割
に
し
か
過
ぎ
な
い
状
況
で

購
読
料
収
入
だ
け
で
は
発
行
費
用

を
賄
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
評
議
会
で
は
「
登
山
時
報
」

の
発
行
費
用
を
極
力
抑
え
る
、
体

裁
を
変
え
て
全
会
員
に
無
料
で
配

布
す
る
、
名
称
を
変
更
す
る
な
ど

諸
問
題
を
検
討
す
る
会
議
を
地
方

連
盟
の
有
識
者
を
加
え
て
６
月
に

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
、

国
際
法
と
な
っ
た
。
平
和
な
社
会

で
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
発
展

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
労
山

は
「
平
和
と
登
山
」
の
旗
を
掲
げ
、

「
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
」

に
参
加
し
て
い
る
。
評
議
会
は
、

「
平
和
な
世
界
、
安
心
で
き
る
登

山
を
実
現
す
る
た
め
に
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
日
本
政
府
が
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」

を
お
こ
な
っ
た
。
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仲
間
と
と
も
に

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

第
３４
期
第
１
回
評
議
会
報
告日本勤労者山岳連盟第 34 期第 1 回評議会が、2 月 20 日・21 日の両日に東

京都内のホテルで開催された。評議員の出席は、定数 54 名のところ会場参

加 17 名と Web 参加 17 名で構成され、コロナ禍で参加を見合わせた委任状

18 名の合計 52 名で評議会は成立してスタートした。このほか全国連盟役員

27 名が会場参加、Web で全国役員や傍聴者 10 名が参加した。今回の評議

会の運営の特徴は、Zoom による Web 参加とホテル会場と並行した議事進

行について、特に採決に関しての議事運営の難しさを学んだ評議会であった。

しかし、活発な討議を経て執行部提案は、第 1 号議案から 4 号議案のすべて

が可決された。

会場は間隔を空けて密にならずに開催

　
議
案
の
提
案

　

初
日
は
、
久
保
典
子
副
理
事
長
の

開
会
宣
言
に
続
い
て
、
佐
々
木
功
会

長
の
発
声
で
、
昨
年
山
で
亡
く
な
っ

た
仲
間
５
名
の
た
め
に
全
員
で
黙
と

う
し
た
。
続
い
て
議
長
団
に
全
国
連

盟
副
会
長
の
高
橋
友
也
、
全
国
理
事

の
佐
藤
和
夫
（
愛
知
県
）
の
２
名
が

選
任
さ
れ
議
事
を
進
め
た
。
川
嶋
高

志
事
務
局
長
が
第
３４
期
上
期
活
動
総

括
と
２
０
２
１
年
活
動
方
針
を
説
明
、

次
に
石
川
友
好
財
政
部
長
が
２
０
２

０
年
度
決
算
報
告
と
２
０
２
１
年
度

予
算
編
成
方
針
を
、
臼
井
邦
徳
基
金

運
営
委
員
長
が
会
計
報
告
と
予
算
に

つ
い
て
提
案
し
た
。
渡
辺
三
男
監
事

が
２
０
２
０
年
度
の
会
計
監
査
報
告

を
行
っ
た
。
な
お
、
２
号
議
案
の
一

般
会
計
２
０
２
１
年
度
予
算
書
に
つ

い
て
は
支
出
の
部
「
事
務
局
関
係
費
」

に
つ
い
て
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
差

し
替
え
た
も
の
で
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　
議
案
の
採
決
結
果

　

１
号
議
案
：
第
３４
期
上
期
の
活
動

総
括
と
第
３４
期
下
期
（
２
０
２
１
年

度
）
の
活
動
方
針
…
反
対
１
、保
留
３
、

賛
成
４２
（
２４
名
＋
委
任
状
１８
）　

採
決

合
計
４６
、
２
名
席
外
し
、
参
加
者
４８

名
　

２
号
議
案
：
第
３４
期
上
期
の
財
政

活
動
総
括
と
第
３４
期
下
期
の
財
政
方

針
、予
算
の
策
定
…
反
対
０
、保
留
０
、

賛
成
４７
（
２９
名
＋
委
任
状
１８
）　

採
決

合
計
４７
、
１
名
席
外
し
、
参
加
者
４８

名
　

３
号
議
案
：
労
山
事
故
対
策
基
金

規
定
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
…
反
対

０
、
保
留
０
、
賛
成
４８
（
３０
名
＋
委

任
状
１８
）　

採
決
合
計
４８
、
参
加
者
４８

名
　

４
号
議
案
：
そ
の
他
（
不
動
産
管

理
の
た
め
の
一
般
財
団
法
人
設
立
に

つ
い
て
）
…
反
対
０
、
保
留
０
、
賛

成
４８
（
３０
名
＋
委
任
状
１８
）　

採
決
合

計
４８
、
参
加
者
４８
名

　
第
３４
期
上
期
の
活
動
総
括

１
）
創
立
６０
周
年
記
念
行
事

　

当
初
予
定
し
て
い
た
２
０
２
０
年

６
月
開
催
を
１１
月
１４
日
に
延
期
し
、
コ
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し
た
体
験
か
ら
コ
ロ
ナ

時
代
を
生
き
て
い
く
示

唆
も
あ
り
好
評
だ
っ
た
。

川
嶋
事
務
局
長
の
講
演

「
山
岳
保
険
の
現
状
と
労

山
基
金
」
は
他
の
保
険

や
共
済
と
比
較
し
て
労

山
基
金
の
優
位
性
を
訴

え
た
も
の
で
、
労
山
基

金
を
再
確
認
す
る
意
味

で
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
。

創
立
６０
周
年
記
念
と
し

て
「
総
合
登
山
技
術
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
刊

で
き
た
こ
と
、
ま
た
創

立
５０
周
年
以
来
の
課
題

だ
っ
た
記
念
誌
「
労
山

の
６０
年
」
と
「
６０
年
史

年
表
」
も
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

２
）
全
国
行
事
・
会
議
の
開
催

　

２
０
２
０
年
の
全
国
行
事
・
会
議

に
つ
い
て
は
、
第
２３
回
全
国
自
然
保

護
講
座
in
大
町
を
７
月
１１
～
１２
日
、

長
野
県
大
町
山
岳
博
物
館
に
て
開
催
、

ロ
ナ
感
染
拡
大
第
３
波
と
言
わ
れ
る

ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
で
計
画
規
模
を
半

数
に
し
て
都
内
ホ
テ
ル
で
実
施
し
た
。

講
演
会
は
１
４
１
名
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
１
１
９
名
の
出
席
で
２３
地
方
連
盟

か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。
規
模
は
縮

小
し
た
が
、
小
松
由
佳
氏
の
講
演
「
Ｋ

２
か
ら
シ
リ
ア
へ
」
は
極
限
を
克
服

縮
小
し
た
が
、
予
定
通
り
の
開
催
を

し
た
。「
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会
」

は
９
月
中
に
関
東
地
方
で
開
催
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢

の
な
か
で
中
止
と
な
っ
た
。

３
）
遭
難
事
故
の
状
況

　

国
内
の
山
岳
遭
難
者
数
は
依
然
高

止
ま
り
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
り
、
４
月

に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
不
要

不
急
の
外
出
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
の
4
つ
の
主

要
登
山
団
体
（
日
本
勤
労
者
山
岳
連

盟
、
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会
、
日
本
山
岳
会
、
日
本

山
岳
ガ
イ
ド
協
会
）
は
、
４
月
２０
日
、

日
本
の
登
山
者
全
体
に
む
け
た
共
同

声
明
で
、「
登
山
自
粛
」
を
呼
び
か
け

た
。
こ
の
声
明
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」

解
除
に
と
も
な
い
５
月
２５
日
に
解
除

さ
れ
た
。
山
の
分
野
で
も
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
大
き
く
、
外
出
制
限
が
緩

和
さ
れ
て
も
人
々
が
密
に
な
る
山
小

屋
宿
泊
や
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

集
団
登
山
は
減
少
し
た
。
登
山
は
ア

全
国
か
ら
１
都
２
府
１０
県
の
２８
名
が

集
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に

み
る
山
岳
自
然
と
温
暖
化
を
考
え
る
」

で
静
岡
ラ
イ
チ
ョ
ウ
研
究
会
の
朝
倉

俊
治
氏
が
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
態
や
数

の
推
移
、
温
暖
化
に
よ
る
山
岳
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま

た
、
第
２０
回
全
国
登
山
者
自
然
保
護

集
会
in
浜
松
を
１１
月
７
～
８
日
に
浜

松
市
三
ヶ
日
町
で
開
催
、
６１
名
が
集
っ

た
。
登
山
家
の
大
蔵
喜
福
氏
が
「
気

候
危
機
で
壊
さ
れ
る
山
岳
自
然
！　

地
球
温
暖
化
で
環
境
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
山

岳
自
然
の
変
化
、
世
界
中
の
山
の
氷

河
が
融
け
だ
す
山
岳
異
変
に
つ
い
て

語
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
・
養
成
講
座
の
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
８
月
３１
日
に
岐
阜
県
連
主

催
で
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
講
習
会
を

開
催
し
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
１
道

３
県
の
講
習
会
は
中
止
と
な
っ
た
が
、

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制

作
販
売
や
同
体
操
の
楽
曲
入
り
Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
１
０
０
部
）
を
制
作
し
た
。

　

 

「
若
手
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
」
と

「
全
国
登
山
学
校
交
流
会
」
は
規
模
を

発言する京都連蟹沢久美子評議員
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ウ
ト
ド
ア
な
の
で
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と

比
較
す
れ
ば
活
動
制
限
が
少
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
山
小
屋
と
と

も
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
の
経

営
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。

　

労
山
内
の
山
岳
遭
難
状
況
は
、
２

０
２
０
年
は
死
亡
・
行
方
不
明
者
が

５
名
と
こ
の
１０
年
で
は
２
番
目
に
少

な
く
な
っ
た
。
事
故
件
数
は
２
３
０

件
、
事
故
者
数
は
２
３
６
人
で
、
こ
の

１０
年
で
最
小
と
な
っ
た
も
の
の
、
事

故
者
数
は
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い

て
４
月
５
月
は
極
端
に
少
な
か
っ
た

が
、
解
除
後
の
６
月
に
は
増
加
に
転

じ
、
８
月
に
３７
名
と
前
年
並
み
の
レ

ベ
ル
に
急
増
し
た
た
め
、
９
月
１６
日

付
で
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
た
。
２

０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
各
地
の
山

小
屋
は
定
員
制
限
や
休
業
さ
ら
に
一

部
は
営
業
を
断
念
す
る
事
態
と
な
り
、

登
山
団
体
も
入
山
自
粛
な
ど
を
呼
び

掛
け
る
状
況
と
な
り
登
山
事
情
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。

　
第
３４
期
下
期（
２
０
２
１
年
度
）

　
の
活
動
方
針

実
現
し
て
い
く
こ
と
、
一

般
の
方
々
が
Ｈ
Ｐ
を
見
て

入
会
し
て
く
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
会
・
ク
ラ
ブ
の
Ｈ
Ｐ
創

設
や
既
設
Ｈ
Ｐ
の
充
実
化

に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

２
）
労
山
基
金
へ
の
取
り

組
み

　

２
０
２
０
年
の
運
用
概

況
に
つ
い
て
死
亡
者
は
５

名
と
２
年
連
続
し
て
一
桁

前
半
台
に
と
ど
ま
り
、
こ

の
５
名
の
う
ち
基
金
未
加

入
と
無
届
山
行
の
ケ
ー
ス

の
た
め
に
交
付
金
が
支
払

わ
れ
た
の
は
２
名
だ
っ
た
。

２０
年
度
の
死
亡
交
付
金
額

は
１
６
０
万
円
（
前
年
度
９
０
０
万

円
）
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
交

付
金
額
が
少
な
か
っ
た
。
全
体
と
し

て
の
山
行
回
数
の
減
少
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
的
な
山
行
を
控
え
る
傾
向
に
あ
っ

た
た
め
と
み
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
度
も
事
故
時
に
お
け

る
交
付
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
、
会
ク
ラ
ブ
の
基
金
担
当
者
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
奥
羽
・

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
を
図
る
。

ま
た
、
第
一
種
基
金
の
廃
止
に
伴
い
、

地
方
連
盟
や
会
・
ク
ラ
ブ
か
ら
預
か
っ

て
い
た
金
額
は
速
や
か
に
返
還
し
て

い
く
。
捜
索
救
助
活
動
に
お
け
る
急
用

な
出
費
が
生
ず
る
場
合
は
、
交
付
の

１
）
組
織
強
化
拡
大
へ
の
取
り
組
み

　

全
国
労
山
の
組
織
数
は
２
０
２
０

年
１１
月
末
現
在
、
前
年
度
よ
り
６
８

８
名
減
少
し
て
会
員
数
は
１
７
５
５

０
名
、
会
・
ク
ラ
ブ
数
は
８
減
の
５

８
４
と
な
っ
た
。
こ
の
規
模
は
３０
年

前
の
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
の

組
織
現
勢
に
戻
っ
た
。
減
少
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

山
行
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
続

い
た
こ
と
に
よ
り
加
入
し
て
い
る
意

味
を
見
出
せ
な
い
こ
と
や
会
員
の
高

齢
化
で
会
の
活
動
が
で
き
な
い
な
ど

の
理
由
で
会
員
数
は
減
少
し
た
。
そ

れ
で
も
、
１０
地
方
連
盟
は
組
織
数
を

伸
ば
し
、
約
９０
の
会
・
ク
ラ
ブ
は
会

員
を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
評
議

会
で
は
山
行
活
動
を
活
発
に
し
て
、

積
極
的
な
拡
大
目
標
を
設
定
し
て
取

り
組
む
報
告
も
行
わ
れ
た
。「
仲
間
と

と
も
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
会
員

数
を
増
や
し
た
地
方
連
盟
、
会
・
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
学
び
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ

の
具
体
化
策
と
し
て
、
時
期
は
未
定

だ
が
全
国
登
山
研
究
集
会
の
開
催
を

核兵器禁止条約への署名・批准を求める決議案を読み上げる野々脇千沙全国理事
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仮
払
い
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
個
人
・
行
事
主
催
者
賠
償
責

任
保
険
は
２
０
２
０
年
か
ら
廃
止
と

な
り
短
期
保
険
の
み
継
続
と
な
っ
た
。

地
方
連
盟
か
ら
は
個
人
・
行
事
主
催

者
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

も
引
き
受
け
保
険
会
社
が
見
つ
か
る

よ
う
、
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
よ
う

努
力
す
る
。

３
）
登
山
時
報
へ
の
取
り
組
み

　

登
山
時
報
の
会
員
購
読
率
２５
％
を

目
標
に
掲
げ
て
活
動
を
進
め
て
き
た

が
、
２
０
２
０
年
は
著
し
く
減
少
し

た
。
２
０
１
６
年
２
月
号
は
２
７
８

１
部
、
２
０
１
８
年
２
月
号
２
８
９

３
部
だ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
１０
月

号
は
２
３
７
３
部
と
な
り
、
こ
の
４

年
間
で
約
４
３
０
部
の
減
少
（
約
１

５
０
万
円
の
減
額
）
を
も
た
ら
し
た
。

前
年
２
０
１
９
年
１０
月
比
で
み
る
と

１
年
間
で
２
４
３
部
を
減
少
（
約
９０

万
円
減
）
す
る
結
果
と
な
り
、
財
政

的
に
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
山
行
活
動
の
低
迷

が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
購
読
３
０
０

対
す
る
経
緯
と
事
実
確
認
を
求
め
る

こ
と
に
多
く
の
発
言
が
あ
っ
た
。
執

行
部
側
は
２
日
目
の
理
事
長
ま
と
め

と
し
て
、
女
性
委
員
会
内
部
の
意
見

相
違
と
、
そ
れ
に
対
す
る
理
事
会
の

対
応
に
つ
い
て
の
文
面
は
削
除
す
る

と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
、
昨
年
３

月
の
理
事
会
で
確
認
し
、
す
す
め
て

０
部
ま
で
回
復
が
で
き
ず
、
減
少
が

続
い
て
い
る
。
理
由
は
第
一
に
会
員

の
減
少
、
特
に
購
読
し
て
い
た
会
員

が
高
齢
化
で
退
会
し
て
い
く
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
２
番
目
に
は
山
行
活

動
の
低
迷
と
会
・
ク
ラ
ブ
で
集
会
が

行
わ
れ
ず
に
購
読
推
進
の
訴
求
の
機

会
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

最
も
残
念
な
こ
と
は
各
地
方
連
盟
の

総
会
資
料
に
「
購
読
推
進
の
取
り
組

み
を
活
動
項
目
に
掲
げ
て
い
る
地
方

連
盟
が
少
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

　

２
０
２
１
年
度
は
財
政
上
発
行
費

用
を
極
力
抑
え
る
改
善
策
や
「
機
関

誌
と
し
て
の
あ
り
方
（
電
子
フ
ァ
イ

ル
と
紙
媒
体
の
発
行
、
発
行
回
数
、
有

償
化
と
無
償
化
の
是
非
）」
な
ど
の
諸

問
題
を
検
討
す
る
会
議
を
地
方
連
盟

の
有
識
者
を
加
え
て
６
月
２１
日
（
日
）

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

４
）
女
性
と
登
山
へ
の
取
り
組
み

　
「
女
性
と
登
山
」
に
関
す
る
発
言
も

多
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
２
０
１
９
年

の
女
性
委
員
会
の
出
来
事
と
し
て
元

委
員
た
ち
が
理
事
会
の
承
認
も
な
く

前
委
員
長
の
解
任
を
迫
っ
た
こ
と
に

き
た
活
動
報
告
は
可
決
さ
れ
た
。
時

期
・
場
所
は
未
定
だ
が
全
国
女
性
集

会
の
開
催
に
向
け
、
女
性
委
員
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
に
男
性
の
全
国
連
盟

三
役
だ
け
で
な
く
、
地
方
連
盟
の
女

性
役
員
も
含
め
て
再
編
成
会
議
を
開

く
こ
と
に
な
る
。

労山基金の無事故報奨を受ける北海道の早坂直樹評議員

14



機
関
会
議

・
集
会

第 期第 回評議会 月 日～ 日（東京・ホテルコンチネンタル府中）
全国機関誌会議 月 日（東京・全国連盟事務所）
全国登山研究集会 未定
全国自然保護担当者会議 月 ～ 日（東京・全国連盟事務所）

行
事
・
集
会

第 回全国雪崩講習会 中止
全国ハイキング活動者会議 月 日（東京・全国連盟事務所）
全国救助技術交流集会 月 日～ 日（福岡県）
第 回自然保護講座 月 日～ 日
全国ハイキング交流集会 月 日～ 日（関西地方）
若手クライミング講習会 月 日～ 日（長野県小川山）
全国女性集会 未定
全国登山学校担当者交流会 未定

国際会議・集会
アジア山岳連盟（ ）理事国会議 開催未定
アジア山岳連盟（ ）年次総会 開催未定

友
好
山
岳
団
体
と
の
共

同
の
集
会
・
会
議
等

「コロナ対策」シンポジウム
（日本山岳ＳＡＲ研究機構が主催）

月～ 月

全国山岳遭難対策協議会 （文部科学省、環境省、警察庁、
消防庁、日本山岳・スポーツクライミング協会などが主催）

月
（東京・文部科学省）

第 回「山の日」記念全国大会
（全国山の日協議会が主催）

月 日～ 日
（大分県）

2021 年　全国会議・集会予定

評議会終了後の記念撮影

15



「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
？
」
ひ
と
昔
前
ま
で
は
ク
ラ
イ
マ
ー
し
か
知
ら
な
か
っ
た
「
人

工
壁
登
り
」。
今
や
テ
レ
ビ
に
堂
々
と
放
映
さ
れ
る
競
技
と
な
っ
た
。
開
催
可
否
が
危
ぶ

ま
れ
る
東
京
五
輪
で
は
日
本
人
選
手
は
メ
ダ
ル
候
補
の
筆
頭
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
り
な

が
ら
、
穂
高
や
剱
岳
な
ど
の
岩
場
を
登
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
含
め
て
「
山

の
本
」
を
通
じ
て
登
山
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
の
歴
史
を
の
ぞ
き
見
よ
う
と
い
う
連
載
。

「
山
の
本
」
か
ら
見
え
て
く
る
登
山（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）の
歴
史

新連載

田
上
千
俊

　
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
ら

　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ

　

１
９
２
４
年
米
コ
ロ
ラ
ド
で
は
５
・

８
（
注
１
）
が
登
ら
れ
、
４７
年
に
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
タ
ー
キ
ッ

ツ
ロ
ッ
ク
で
初
の
５
・
９
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

も
ハ
ー
ケ
ン
や
ボ
ル
ト
を
嫌
い
、

ド
ロ
ミ
テ
（
注
２
）
周
辺
な
ど

で
活
躍
し
た
ク
ラ
イ
マ
ー
は
い

た
が
、
そ
の
多
く
は
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
イ
マ
ー
へ
と
挑
戦
し
て

い
っ
た
。
ヨ
セ
ミ
テ
（
注
３
）
に
関

し
て
は
４０
年
代
の
開
拓
期
以
降
、
世

界
最
大
級
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
場
所
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
６０
年

代
以
降
ロ
イ
ヤ
ル
・
ロ
ビ
ン
ス
な
ど

数
名
の
活
躍
が
主
導
的
な
立
場
を
築

く
こ
と
と
な
る
。
特
に
７３
年
の
バ
ー

カ
ー
、
コ
ー
ク
に
よ
る
多
く
の
高
難
度

ク
ラ
ッ
ク
ル
ー
ト
の
登
攀
で
内
外
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

彼
ら
の
ス
タ
イ
ル
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・

メ
ス
ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
ク
リ
ー
ン
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
、
ボ
ル
ト

や
ハ
ー
ケ
ン
を
打
た
ず
、
仮
に
終
了

点
な
ど
、
理
由
あ
っ
て
打
っ
た
と
し

て
も
回
収
し
、
中
間
支
点
は
ナ
ッ
ツ

な
ど
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン
（
注
４
）
と
し
た
。（
ヨ
セ
ミ
テ
な

ど
花
崗
岩
の
岩
場
の
特
徴
は
ク
ラ
ッ

ク
が
多
い
か
ら
と
い
う
影
響
で
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。）

　

以
下
は
菊
地
敏
之
氏
（
１
９
６
０

～
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
、
元
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
）
の

『
我
々
は
い
か
に「
石
」

に
か
じ
り
つ
い
て
き

た
か
―
日
本
フ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
小
史

―
』
東
京
新
聞
刊
を

主
観
的
に
抽
出
・
転

載
し
、
ヨ
セ
ミ
テ
か

ら
日
本
、そ
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
還
流
の

歴
史
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
日
本
へ
の
紹
介
は
７４
～
７５
年
頃
か

　
フ
リ
ー
化
の
波

　
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
新
し
い
風

　
「
岩
と
雪
」（
山
と
渓
谷
社
の
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
専
門
誌
１
９
９
５

年
休
刊
）
３９
号
に
Ｊ
・
ブ
リ
ッ
ド
ウ

エ
ル
「
ヨ
セ
ミ
テ
の
新
し
い
波
」
が

掲
載
さ
れ
、
国
内
で
は
埼
玉
県
の
日

和
田
山
女
岩
ハ
ン
グ
が
フ
リ
ー
化
（
注

５
）
さ
れ
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
フ
ラ
ッ

ト
ソ
ー
ル
（
注
６
）
な
ど
な
い
時
代

で
、
い
わ
ゆ
る
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
で

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
兵
庫

県
の
北
山
公
園
、
岡
山
県
の
王
子
が

岳
、
さ
ら
に
神
奈
川
県
の
鷹
取
山
で

は
多
く
の
若
者
が
今
で
い
う
ボ
ル
ダ

各種の大会を報道する大手新聞
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リ
ン
グ
（
注
７
）
に
興
じ
て
い
た
。

　

１
９
８
０
年
「
岩
と
雪
」
７２
号
に

戸
田
直
樹
氏
（
注
８
）
ら
の
ヨ
セ
ミ

テ
体
験
記
と
共
に
、
ヨ
セ
ミ
テ
の
王

者
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
カ
ー
の
登
る
写
真

が
掲
載
さ
れ
、
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
巻
き
起
こ
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
同
年
５
月
、
戸
田
氏
は
谷
川
岳
一

ノ
倉
沢
コ
ッ
プ
状
岩
壁
正
面
壁
雲
表

ル
ー
ト
・
滝
沢
下
部
ダ
イ
レ
ク
ト
ル
ー

ト
を
加
藤
泰
平
氏
と
フ
リ
ー
化
。
さ

ら
に
同
月
檜
谷
清
氏
（
注
９
）
は
小

林
孝
二
氏
と
二
ノ
沢
右
壁
を
フ
リ
ー

化
し
て
い
る
。
夏
に
は
「
日
本
山
岳

協
会
」（
当
時
・
現
在
は
日
本
山
岳
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
）
が
主

催
し
、
三
ツ
峠
戸
田
ク
ラ
ッ
ク
で
岩

登
り
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る
。
５
・
９

程
度
の
ル
ー
ト
で
完
登
者
は
た
っ
た

５
名
。
優
勝
は
檜
谷
清
氏
。

　

１
９
８
１
年
静
岡
県
城
ケ
崎
海
岸

の
開
拓
が
始
ま
る
。
同
時
に
長
野
県

小
川
山
、
山
梨
県
瑞
牆
山
で
の
開
拓

も
戸
田
・
檜
谷
・
大
岩
夫
妻
・
吉
川
弘
・

室
井
由
美
子
・
中
山
芳
郎
氏
ら
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
。
当
時
シ
ュ
ー
ズ
は

Ｅ
Ｂ
シ
ュ
ー
ズ
（
布
製
の
仏
製
フ
ラ
ッ

ト
ソ
ー
ル
、
靴
職
人
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
）

１１
）
で
。
こ
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
っ
た

の
が
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
隆
盛

だ
と
菊
地
氏
は
強
調
す
る
。
い
わ
ば
、

「
そ
れ
ま
で
登
山
の
主
流
を
占
め
て
い

た
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
あ

る
部
分
か
ら
の
脱
皮
」
と
も
い
え
る
と

菊
地
氏
は
述
べ
て
い
る
。
１
９
８
４

年
「
岩
と
雪
」
は
１
０
０
号
記
念
で

城
ケ
崎
を
特
集
。
さ
ら
に
１
０
５
号

で
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
特
集
。
こ
の
間
、

城
ケ
崎
・
小
川
山
で
開
拓
が
進
む
中
、

１
９
８
６
年
大
岩
純
一
氏
が
小
川
山

で
日
本
初
の
５
・
１３
エ
ク
セ
レ
ン
ト

パ
ワ
ー
を
初
登
す
る
。
同
年
、
ヨ
セ

ミ
テ
で
は
平
山
ユ
ー
ジ
氏
・
山
野
井

泰
史
氏
（
注
１２
）
が
５
・
１３
ａ
を
登
っ

て
い
る
。
１
９
８
７
年
城
ケ
崎
シ
ー

サ
イ
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
杉
野
保

氏
が
優
勝
。
１
９
８
８
年
後
半
、
石

灰
岩
で
有
名
な
埼
玉
県
の
二
子
山
が

大
々
的
に
開
拓
。
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
（
菊
地
氏

の
表
現
）
と
し
て
誕
生
。
翌
、
８９
年

に
は
東
京
都
立
川
市
の
昭
和
記
念
公

園
の
人
工
壁
で
「
大
倉
カ
ッ
プ
」
が

開
催
。
男
子
・
平
山
ユ
ー
ジ
、
女
子
・

室
井
由
美
子
が
優
勝
し
た
。（

つ
づ
く
）

へ
と
変
化
す
る
（
こ
の
後
、
フ
ィ
ー

レ
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
で
開
発
さ
れ
た

高
性
能
シ
ュ
ー
ズ
が
出
て
く
る
。
著

者
も
最
初
に
購
入
し
た
靴
）。
従
来
の

ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
程
靴
が
向
上
し
た
。
と
は
い
っ

て
も
現
在
の
も
の
と
は
格
段
の
差
は

あ
る
。
さ
ら
に
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
腰

に
チ
ョ
ー
ク
袋
ス
タ
イ
ル
で
多
く
の

ク
ラ
イ
マ
ー
が
闊
歩
し
て
い
た
。

　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
誕
生
は

　

日
本
全
国
の
岩
場
に
は
難
易
を
問

わ
ず
無
節
操
に
ボ
ル
ト
が
乱
打
さ
れ
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
４
級
（
注
１０
）
か

５
級
そ
し
て
登
れ
な
け
れ
ば
Ａ
１
（
注

（
注
１
）
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
岩
場
の
難
易
度
の

グ
レ
ー
ド
体
系
の
ひ
と
つ
、
デ
シ
マ
ル
グ

レ
ー
ド
と
言
わ
れ
る
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
呼
称
で

は
５
・
８
は
Ⅵ
－
、
岩
場
に
よ
っ
て
は
人
工

登
攀
と
な
り
う
る
。

（
注
２
）
イ
タ
リ
ア
の
チ
ロ
ル
地
方
に
あ
る
山
脈
。

（
注
３
）
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
中
央
部
に
広
が
る

国
立
公
園
。
巨
大
な
岩
山
が
特
徴
。

（
注
４
）
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
確
保
支
点
を
作
る
た
め
の

器
具
。
本
来
の
意
味
は
木
や
岩
。
岩
を
傷
つ

け
ず
に
回
収
可
能
な
支
点
の
総
称
。

（
注
５
）
人
工
登
攀
で
初
登
攀
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
登
攀
し
た
時
の
呼

称
。

（
注
６
）
ゴ
ム
底
の
岩
登
り
専
用
靴
。

（
注
７
）
河
原
な
ど
に
あ
る
大
き
な
石
を
登
攀
器
具
を

使
わ
ず
登
る
こ
と
。

（
注
８
）
日
本
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
根
付
か
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
立
役
者
。

（
注
９
）
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
草
創
期
、
戸
田
直
樹

ら
と
と
も
に
活
躍
し
た
ク
ラ
イ
マ
ー
。
日
本

人
と
し
て
初
め
て
５
・
１１
を
達
成
し
た
こ
と

や
、
平
山
ユ
ー
ジ
を
い
ち
早
く
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
引
き
入
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
注
１０
）
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
岩
の
グ
レ
ー
ド
の
呼
称
、
国
内

で
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
っ
て
格
付
け
さ
れ
た
。
４

級
は
初
心
者
が
登
れ
る
範
囲
。

（
注
１１
）
Ａ
０
～
５
ま
で
人
工
登
攀
の
グ
レ
ー
ド
、
Ａ

０
は
木
や
人
工
物
を
掴
ん
だ
り
、
踏
ん
だ
り

し
て
登
る
行
為
。
Ａ
１
は
あ
ぶ
み
等
を
使
用

し
て
登
る
最
初
の
グ
レ
ー
ド
。

（
注
１２
）
平
山
ユ
ー
ジ
・
１
９
６
９
年
～
言
わ
ず
と

知
れ
た
日
本
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
。
１
９
９
５
年
頃
か
ら

平
山
ユ
ー
ジ
と
名
乗
る
。
山
野
井
泰
史
・

１
９
６
５
年
～
言
わ
ず
と
知
れ
た
フ
リ
ー
か

ら
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
転
身
し
た

ソ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー
、
８
０
０
０
ｍ
峰
４
座
登

頂
し
て
い
る
。

三ツ峠中央カンテをリードする筆者
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第61次南極地域観測隊に参加して ②

─ オーストラリアから南極 ─

写真・文　宮内佐季子

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
南
極
ま
で

の
往
復
で
乗
る
船
「
し
ら
せ
」
は
、
１２

月
２
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
出
る

と
ど
ん
ど
ん
南
下
し
て
行
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
滞
在
中
は
何
度
か
海
で

泳
い
だ
ほ
ど
暖
か
か
っ
た
が
、
日
に

日
に
寒
く
な
っ
て
１２
月
７
日
に
は
初

氷
山
が
見
え
、
そ
の
２
日
後
に
は
海

面
が
氷
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

　
し
ら
せ
の
中
で
の
聞
き
取
り
調
査

　

そ
の
し
ら
せ
の
中
で
の
私
の
主
な

仕
事
は
聞
き
取
り
調
査
だ
っ
た
。
隊

員
に
１
人
ず
つ
来
て
も
ら
い
、
南
極

で
活
動
中
の
写
真
を
見
て
リ
ス
ク
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
話
し

て
も
ら
う
、
と
い
う
も
の
だ
。
海
氷

の
割
れ
目
（
タ
イ
ド
ク
ラ
ッ
ク
）
に

木
の
板
を
渡
し
て
雪
上
車
が
通
過
し

て
い
る
写
真
、
氷
河
を
歩
い
て
い
る

写
真
、
砂
れ
き
地
を
歩
い
て
い
る
写

真
な
ど
、
一
見
し
て
怖
い
と
感
じ
る

も
の
か
ら
全
く
危
険
を
感
じ
な
い
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
が
あ
っ
た
。

私
も
南
極
行
き
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に

村
越
さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
を
さ
れ
た

の
だ
が
、
海
氷
や
氷
河
は
あ
ま
り
経

験
が
な
い
し
、
雪
上
車
な
ど
見
た
こ

と
も
な
い
の
で
想
像
で
答
え
る
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
観
測
隊
の

経
験
が
何
度
か
あ
る
人
の
コ
メ
ン
ト

は
実
感
を
伴
っ
て
い
て
面
白
い
も
の

が
多
か
っ
た
。

　

雪
上
車
で
ク
レ
バ
ス
や
タ
イ
ド
ク

ラ
ッ
ク
を
渡
る
際
の
注
意
点
は
聞
い

て
い
て
手
に
汗
握
る
も
の
だ
っ
た
し
、

表
面
が
平
ら
に
見
え
る
海
氷
の
中
は

様
々
な
形
の
氷
が
重
な
っ
て
い
て
、
薄

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
上
か
ら
は

判
断
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
安
全

講
習
で
習
っ
て
知
っ
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
専
門
家
か
ら
具
体
例
を
示
し
な

が
ら
じ
っ
く
り
話
し
て
も
ら
う
と
、
強

い
恐
怖
感
が
私
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

中
で
も
そ
の
と
き
印
象
に
残
っ
た

の
が
、
た
く
さ
ん
の
ペ
ン
ギ
ン
が
写
っ

て
い
る
写
真
へ
の
コ
メ
ン
ト
で
「
オ
オ

ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
に
注
意
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
。
ペ
ン

ギ
ン
が
た
く
さ
ん
写
っ
た
ほ
の
ぼ
の

し
た
写
真
だ
と
思
っ
て
い
た
私
は
驚

い
た
。
で
も
、
今
な
ら
切
実
に
思
う
。

オ
オ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
の
巣
に
は
近

づ
き
た
く
な
い
。
ペ
ン
ギ
ン
を
襲
っ

て
食
べ
る
オ
オ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
だ

が
、
ヒ
ナ
を
守
る
た
め
か
、
私
た
ち
が

巣
に
近
づ
く
と
威
嚇
す
る
の
だ
。
羽

を
広
げ
る
と
１
ｍ
以
上
に
な
り
、
そ

の
状
態
で
自
分
の
方
に
一
直
線
に
滑

空
し
て
く
る
と
逃
げ
ら
れ
る
気
が
し

な
い
。
爪
で
襲
わ
れ
て
も
嘴
で
襲
わ

オオトウゾクカモメ。ペン
ギンの繁殖地の近くでは必
ず見かけた。

ペンギンの繁殖地

“地図読み迷人”の宮内さん 



れ
て
も
深
い
傷
を
負
い
そ
う
で
あ
る
。

ペ
ン
ギ
ン
営
巣
地
の
近
く
で
は
必
ず

オ
オ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
を
見
た
の
で
、

ペ
ン
ギ
ン
の
営
巣
地
が
あ
れ
ば
私
の

目
は
ま
ず
オ
オ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
を

探
す
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
隊
員
に
こ
の
聞
き
取
り
調

査
を
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
目
的
と

は
少
し
ず
れ
る
が
、
南
極
に
あ
る
リ

ス
ク
に
つ
い
て
か
な
り
の
知
識
を
得

ら
れ
た
。

　
船
の
中
の
生
活

　

行
き
の
し
ら
せ
の
中
で
は
様
々
な

講
習
を
受
け
た
。
し
ら
せ
は
海
上
自

衛
隊
が
運
用
し
て
い
る
の
で
、
船
で

の
過
ご
し
方
に
関
す
る
講
習
は
し
ら

せ
乗
組
員
（
＝
海
上
自
衛
隊
員
）
か

ら
受
け
、
建
築
隊
員
や
野
外
観
測
支

援
隊
員
か
ら
は
南
極
で
行
動
す
る
際

の
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
受
講
し
た
。

　

万
が
一
し
ら
せ
か
ら
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
た
と
き
に

は
乗
る
救
命
艇
が
決
ま
っ
て
い
て
、

自
分
の
救
命
艇
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
、
と
の

こ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
決
ま
っ

て
い
る
の
か
と
驚
い
た
。
節
水
を
心

掛
け
る
よ
う
に
も
言
わ
れ
た
。
海
水

か
ら
水
１
リ
ッ
ト
ル
を
作
る
の
に
か

か
る
経
費
が
お
よ
そ
３
０
０
円
だ
そ

う
で
、
確
か
に
無
駄
遣
い
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
風
呂
は
１
日
１
回
に
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

１
日
１
回
入
れ
ば
十
分
だ
。

　

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
予
め
貼
り
だ

さ
れ
る
。
内
容
は
と
て
も
幅
広
く
、

そ
し
て
美
味
し
い
。
金
曜
日
の
カ
レ
ー

や
９
の
つ
く
日
の
ス
テ
ー
キ
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
隊
員
は
多
か
っ
た
と

思
う
。
た
ま
に
は
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド

一
色
の
食
事
も
あ
り
、
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
コ
ー
ル
ス

ロ
ー
、
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
と
い
う

ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
組
み
合
わ
せ

も
あ
っ
た
。
海
鮮
丼
の
翌
朝
、
使
い

切
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
刺
身
が

漬
け
に
な
っ
て
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

往
復
で
３
か
月
ほ
ど
を
し
ら
せ
で
過

ご
し
た
が
、
食
事
は
毎
回
楽
し
み
で

一
切
飽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

海
の
上
で
は
点
呼
が
重
要
で
、
朝

と
夕
方
に
日
直
が
観
測
隊
全
員
の
確

認
を
し
て
艦
橋
に
報
告
す
る
。
夕
方

の
確
認
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
う
の

で
そ
れ
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
が
、
朝
は

日
直
に
と
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
。
起
床
前
に
艦
橋
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一

人
一
人
の
ベ
ッ
ド
の
カ
ー
テ
ン
を
開

け
て
寝
て
い
る
の
を
確
認
し
て
回
る
。

寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
確
認
す
る
の
で

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
う
の
が

人
情
だ
が
、
な
ぜ
か
起
こ
し
た
ら
負

け
の
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
感
じ
、
足
元

の
カ
ー
テ
ン
を
め
く
っ
た
つ
も
り
が

目
の
前
に
顔
が
あ
っ
て
無
駄
に
驚
い

た
り
す
る
。
寝
て
い
る
人
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
赤
い
明
か
り
を
使
う
の

も
ゲ
ー
ム
感
覚
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
。

　

天
気
や
海
が
荒
れ
て
い
な
い
日
は

日
中
甲
板
に
出
て
走
っ
た
り
遊
ん
だ

り
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
も
い
う
）
で

き
る
。
甲
板
を
１
周
す
る
と
約
２
５
０

ｍ
。
ぐ
る
ぐ
る
走
る
の
は
面
白
く
な

い
が
、
氷
山
の
近
く
を
次
々
に
通
り

過
ぎ
る
日
や
、
う
ね
り
で
船
が
前
後

左
右
に
大
き
く
揺
れ
る
日
な
ど
は
少

し
気
が
ま
ぎ
れ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

しらせが割った氷（左
舷から撮影）。しらせ
は、海氷が厚い時には
一度後退して勢いをつ
けて氷に乗り上げ、そ
の重みで氷が割れて前
進する。

しらせの中で観測
隊が集まる部屋。
これは食事時（メ
ニューはカレー）。
テーブルは固定、
椅子は全て床と鎖
でつながれている
ので、少しだけ動
かせる。

しらせの浴室。湯
船 に 2 つ あ る 蛇
口は水と湯ではな
く、海水と真水。
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カ
リ
ガ
ン
ダ
キ

　

三
大
温
泉
の
ひ
と
つ

　

カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
の
河
原
に
あ
る
ド

バ
温
泉
の
由
来
は
、
頭
上
に
ド
バ
村

と
い
う
山
上
集
落
が
あ
る
こ
と
か
ら

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
河
原
に

プ
ー
ル
の
よ
う
な
大
き
な
湯
殿
を
三

つ
持
つ
こ
の
温
泉
は
、
タ
ト
パ
ニ
温

泉
、
ラ
ト
パ
ニ
温
泉
と
並
ん
で
カ
リ

ガ
ン
ダ
キ
三
大
温
泉
に
数
え
ら
れ
る

名
湯
で
あ
る
。

　

ド
バ
温
泉
は
、
２
０
１
５
年
に
起

き
た
地
震
で
一
時
湯
温
が
下
が
り
ぬ

る
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
は

３７
・
４
℃
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
無

料
で
あ
り
が
た
い
が
、
入
湯
し
て
み

る
と
少
し
ぬ
る
め
で
あ
る
。
源
泉
か

け
流
し
で
３０
～
４０
人
が
一
度
に
入
湯

で
き
る
。
湯
温
が
低
く
な
っ
て
も
訪

れ
る
客
層
に
変
化
は
な
く
、
筆
者
が

訪
れ
た
時
は
ド
バ
村
の
少
年
た
ち
が

山
か
ら
下
り
て
水
遊
び
に
興
じ
て
お

り
、
お
湯
を
掛
け
合
い
な
が
ら
戯
れ

る
姿
が
自
分
の
少
年
時
代
と
重
な
っ

て
映
っ
た
。

よ
そ
８
４
０
ｍ
あ
る
。
少
年
た
ち
は

農
閑
期
の
時
節
に
は
下
方
に
住
ん
で

い
る
親
戚
の
家
に
友
だ
ち
連
れ
で
降

り
て
来
て
は
町
の
様
子
を
楽
し
む
の

だ
と
い
う
。
村
の
学
校
へ
通
う
前
に
、

家
畜
の
世
話
を
し
、
水
を
汲
み
、
収

穫
し
た
穀
物
の
整
理
を
し
て
か
ら
学

校
へ
行
く
そ
う
だ
。
嫌
が
ら
ず
、
嘆

か
ず
、
欲
し
が
ら
ず
、
親
の
手
伝
い

を
す
る
少
年
た
ち
の
瞳
は
小
生
意
気

な
と
こ
ろ
が
な
く
山
の
精
霊
に
会
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

湯
舟
で
少
年
た
ち
と
の
語
ら
い

　

そ
ん
な
マ
ガ
ー
ル
族
の
少
年
た
ち

の
生
活
を
訪
ね
て
み
た
。
彼
ら
は
亜

熱
帯
の
谷
間
や
谷
丘
陵
で
の
生
活
を

避
け
て
山
上
へ
と
集
落
を
つ
く
り
、

稲
作
よ
り
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
麦
の

畑
作
に
重
点
を
置
い
て
、
急
斜
面
の

山
脈
や
山
頂
付
近
に
段
々
畑
を
開
い

て
き
た
。
標
高
１
９
０
０
ｍ
に
あ
る

ド
バ
集
落
と
湯
殿
と
の
標
高
差
は
お

　

そ
ん
な
彼
ら
に
川
を
指
さ
し
「
魚

釣
り
は
し
な
い
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、

「
魚
で
お
腹
を
満
た
そ
う
と
す
る
と
多

く
の
殺
生
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ニ
ワ
ト
リ
一
羽
な
ら
家
族
み
ん

な
の
お
腹
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
無
益
な
殺
生
は
し
な
い
」
と
言

う
の
だ
。
思
い
が
け
ず
心
に
深
く
感

ず
る
こ
と
を
言
う
の
で
ひ
と
し
き
り

感
心
し
た
。
こ
う
い
う
道
理
を
ど
こ

で
学
ぶ
の
か
と
尋
ね
れ
ば
、
田
畑
や

自
然
の
中
か
ら
学
び
取
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
人
生
再
生
の
出
会
い

と
は
こ
う
い
う
も
の
か
、
と
湯
舟
で

の
会
話
で
あ
っ
た
。

石原裕一郎  杉並山の会／東京

7

湯舟で光輝くアメージング体験

カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
川

至ポカラ

ドバ川
ゴラパニへ

至ジョムソン

ラトパニ
トバ温泉

タトパニ
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カモシカスポーツ武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.45

できる
かな？

できる
かな？

　　　
行って

みよう
！

　　　
行って

みよう
！

番外編

こどもが乗る部分を上からこどもが乗る部分を上から
見た図。シートベルトがこ見た図。シートベルトがこ
のままだと、足が絡まりやのままだと、足が絡まりや
すいすい

ベビーキャリーいろいろ

ベビーキャリーのある生活 ③
オスプレー社「ポコ」紹介

私が愛用しているベビーキャリー、アメリカ「オスプレー」
社の「ポコ」が、2020 年リニューアルしました。私が「ポ
コ」を購入したのは 2016 年ですが、最新モデルは、大
きく変わったわけではなく、優れたところはそのままに、
一部が改良された印象です。そんな「ポコ」の良さを紹
介します。※写真は 2020 年最新モデル

オスプレー「ポコ」シリーズ（金額は本体価格）（金額は本体価格）

右：ポコ　￥36,000　荷室容量 20L、重量 3.49 ㎏右：ポコ　￥36,000　荷室容量 20L、重量 3.49 ㎏
左：ポコプラス　左：ポコプラス　￥￥32,000　荷室容量 26L、重量 3.58 ㎏32,000　荷室容量 26L、重量 3.58 ㎏

①こどもを乗せるのがラク
　ベビーキャリーは、こどもを上から乗せるタイプと、
横から乗せるタイプがありますが、「ポコ」は前者。
　0 ～ 1 歳のこどもをベビーキャリーに乗せようとする
と、足をバタバタさせて、ベビーキャリーのシートベル
ト（ショルダーハーネス）にからまってしまい、乗せづ
らいときがあります（乗るのがイヤという表現なのかも
しれませんが…）。そんなときに、シートベルトを、写
真のようにすっきりさせておけます。

②背面調節が簡単
　「ポコ」は、途中で背負う人が交代しても、背面調整
が簡単。ザックの背面調節は、メーカーにより、結構力
が必要なもの、手順が多いもの、と色々ありますが、「ポ
コ」はワンタッチ感覚！
　「背面長調節カム」を上下にスライドさせるだけで、
力もいらず、手間いらず。
　ちなみに、夫 173 ㎝、私 155 ㎝、と身長差がありますが、
調整可。

③サンシェードやミラー…細かい所に気が利いている
　各メーカーのベビーキャリーを比較すると、安いものは、周辺備品が別売
なことが多いです。「ポコ」は、割高に思えますが、サンシェードが標準装備。
また、「ポコ」は背中にいるこどもの様子が見られるミラー付き。
　ほかにも、洗濯可なよだれパッドや、おもちゃを吊り下げられるループが
ついていたり…。
　本国の開発チームには女性もいるそうなので、細かな工夫は、女性の感性
の反映かも？　なんて感じます。

2 種類ありますが、大き
な違いは荷室の容量。色
はスターリーブラック、
ブルースカイの 2 色。体重 7．25 ㎏（お座りができるようになった、
おおよそ 0 歳 6 ヶ月以上のこども）～ 18 ㎏のこどもを乗せることがで
きます。

シートベルトのバックルを、シートベルトのバックルを、
背面上部にあるバックルで背面上部にあるバックルで
留めておけば、このように留めておけば、このように
すっきりすっきり

背面の中心、下部に背面の中心、下部に
ある「背面調整カム」ある「背面調整カム」

このように片手でもこのように片手でも
スライドできるスライドできる

詳しい取扱説明書つき。詳しい取扱説明書つき。
イラストモデルも女性ですイラストモデルも女性です
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会
員
は
５
０
０
円
の
支
払
い
が
あ
る

が
、
会
員
に
な
る
と
タ
ダ
で
参
加
で

き
、
年
会
費
は
２
０
０
０
円
。
会
費

に
保
険
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
主
催

は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
？　

こ

ち
ら
に
来
て
か
ら
知
り
合
い
に
な
っ

た
人
が
講
師
役
な
の
で
こ
れ
か
ら
も

楽
し
も
う
と
思
っ
た
。

　

講
師
や
リ
ー
ダ
ー
役
も
含
め
て
１５

名
、
男
女
半
々
。
リ
ー
ダ
ー
の
Ｓ
さ

ん
は
し
き
り
に
「
雪
が
少
な
く
て
、

去
年
の
今
頃
は
…
」
と
わ
が
所
為
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
嘆
く
が
、
仕
方
の

な
い
事
。
わ
が
友
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

が
初
め
て
で
、
歩
く
様
は
ぎ
こ
ち
な

い
。

　

目
的
の
山
は
蛇
峠
山
と
い
っ
て
南

信
州
は
阿
智
村
の
治
部
坂
峠
に
あ
る

ス
キ
ー
場
の
奥
に
あ
る
。
標
高
１
６

６
４
ｍ
で
、約
６
０
０
ｍ
の
登
り
だ
。

ス
キ
ー
場
の
脇
を
通
っ
て
、
別
荘
地

を
潜
り
抜
け
る
と
サ
ワ
ラ
や
ヒ
ノ

キ
、
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
林
や
広
葉
樹

林
の
明
る
い
混
交
林
に
出
た
。
な
ぜ

こ
こ
に
サ
ワ
ラ
だ
け
が
何
本
も
生
え

て
い
る
の
か
？　

実
生
は
ど
の
く
ら

何
し
ろ
故
郷
を
離
れ

て
５０
年
と
い
う
の

は
何
も
知
ら
な
い
の
と
同

じ
事
だ
。
地
元
に
あ
る
伊

那
谷
自
然
友
の
会
が
主
催

で
“
冬
の
野
山
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
”
と
い
う
自

然
観
察
と
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

を
楽
し
む
山
行
を
２
月
１４

日
に
行
う
と
知
っ
た
。
丁

度
、
運
動
不
足
も
あ
り
、

仕
事
仲
間
を
誘
っ
て
出
か

け
た
。

　

会
員
制
の
行
事
な
の

で
、
入
会
し
て
今
後
も
楽

し
ま
せ
て
も
ら
お
う
と

ち
ゃ
っ
か
り
計
算
。
１
日

故郷の山々、低山の面白さは虫？
3 月 1 日にアラスカの旧友か3 月 1 日にアラスカの旧友か
らメッセンジャーがきた。「昨らメッセンジャーがきた。「昨
日の新聞によると、今年のデ日の新聞によると、今年のデ
ナリはオープンになるようでナリはオープンになるようで
すね！」デナリの情勢は、コすね！」デナリの情勢は、コ
ロナが蔓延しはじめ登山中止ロナが蔓延しはじめ登山中止
になって、さらに渡航の手立になって、さらに渡航の手立
てを失ってから、頭の隅に追てを失ってから、頭の隅に追
いやられた。ワクチンの接種いやられた。ワクチンの接種
にかかっているが、海外の事にかかっているが、海外の事
ゆえ双方の事情がかみ合わなゆえ双方の事情がかみ合わな
ければ如何ともしがたい。デければ如何ともしがたい。デ
ナリもいずれは訪れる時が来ナリもいずれは訪れる時が来
るであろうが、今、置かれてるであろうが、今、置かれて
いる己が身上の仕事柄、遠山いる己が身上の仕事柄、遠山
郷を含んだ南信濃の山地を訪郷を含んだ南信濃の山地を訪
れるのも、今浦島の私にはとれるのも、今浦島の私にはと
ても興味深く、さらにコロナても興味深く、さらにコロナ
に左右されることはない。に左右されることはない。

蛇峠山頂上で、仕事仲間の原さんと私。'21 年 2 月 14 日
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い
活
着
す
る
か
…
樹
林
の
話
は
、
過

去
も
未
来
も
何
十
、
何
百
年
の
話
な

の
で
楽
し
い
。
変
わ
ら
ず
、
自
然
が

保
た
れ
ん
こ
と
を
…
人
が
そ
の
所
為

を
決
め
れ
ば
安
泰
で
あ
る
。

広
い
森
は
雪
の
深
そ
う
な
と
こ

ろ
を
選
ん
で
歩
く
。
Ｓ
さ
ん

を
指
し
た
？　

ヘ
？　

顔
を
近
づ
け

て
よ
く
見
る
と
、
黒
い
ゴ
ミ
の
よ
う

な
も
の
は
“
ユ
キ
ノ
ミ
”
と
い
っ
て

ト
ビ
ム
シ
の
種
類
で
、
雪
解
け
時
に

大
発
生
す
る
と
い
う
。
雪
の
表
面
が

真
っ
黒
に
な
り
、
と
て
も
虫
の
塊
と

は
思
え
な
か
っ
た
。
水
た
ま
り
の
虫

は
手
で
も
す
く
え
、
何
と
も
奇
妙
、

屈
伸
し
て
数
十
セ
ン
チ
は
飛
び
跳
ね

る
。
わ
れ
わ
れ
が
氷
河
の
中
で
見
か

け
る
小
さ
な
虫
も
同
じ
か
？　

そ
れ

に
し
て
も
雪
の
中
で
冷
た
く
な
い
の

か
不
思
議
で
あ
る
。

　

帰
り
に
、
ト
ビ
ム
シ
が
話
題
に

な
っ
て
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
に
し
た

が
、
山
の
名
が
蛇
峠
山
で
あ
る
。
蛇

は
虫
か
が
話
題
に
な
り
、
蛇
も
虫
の

仲
間
か
と
Ｓ
さ
ん
や
講
師
に
聞
い
た

が
「
漢
字
は
わ
か
ら
ん
!?
」
と
返
っ

て
来
た
。
３０
年
近
く
前
の
新
修
漢
和

広
辞
典
で
調
べ
る
と
、
虫
偏
に
は
異

体
字
を
除
く
と
１
５
４
も
字
が
あ

る
。
主
に
昆
虫
類
、
爬
虫
類
、
貝
類

の
文
字
…
と
あ
る
が
、
生
き
物
を
表

す
漢
字
に
な
ん
だ
か
変
に
興
味
を
抱

い
た
。

　

蛇
峠
山
に
は
デ
カ
い
ア
ン
テ
ナ
を

乗
っ
け
た
建
物
が
４
つ
も
あ
る
。
頂

上
台
地
の
手
前
の
ア
ン
テ
ナ
の
先
に

大
展
望
地
が
あ
っ
て
、
北
ア
、
中
ア
、

御
岳
、
南
ア
の
３
０
０
０
ｍ
峰
が
富

士
山
と
立
山
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
見

え
る
ら
し
い
。
当
日
は
雲
の
動
き
が

速
く
、
北
ア
の
山
々
と
八
ヶ
岳
が

煙
っ
た
。
木
曽
御
岳
と
乗
鞍
、
穂
高

が
か
す
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ

て
南
ア
は
す
ば
ら
し
い
展
望
で
、
こ

ん
な
形
は
見
た
こ
と
な
い
と
い
う
聖

岳
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
見
入
っ
た
。

昼
食
後
、
最
後
の
ひ
と
登
り
で

頂
上
へ
。
地
味
な
雑
木
林
の

中
に
木
製
の
展
望
台
が
あ
り
、
愛
知

県
境
の
山
地
が
望
め
る
。
申
し
訳
な

さ
そ
う
に
展
望
台
の
際
に
頂
上
の
標

識
が
あ
る
。
雪
が
融
け
て
、
春
ら
し

い
風
は
吹
い
た
が
、
人
に
は
ま
だ
冷

た
い
風
だ
。
そ
ん
な
中
リ
ー
ダ
ー
の

Ｓ
さ
ん
が
「
ト
ビ
ム
シ
ー
」
と
叫
ん

だ
。
雪
の
上
や
水
た
ま
り
に
は
黒
い

汚
れ
が
残
る
の
み
で
、
虫
ら
し
い
虫

は
ど
こ
に
い
る
の
か
？　

大
声
で
ど

こ
に
い
る
の
か
聞
く
と
、
黒
い
汚
れ

は
「
ど
う
し
て
、
人
の
後
ば
か
り
歩

く
の
？　

新
し
い
雪
の
方
が
楽
し
い

の
に
」
を
連
発
。
動
物
の
足
跡
も
糞

も
こ
れ
ほ
ど
面
白
い
実
践
授
業
は
な

い
。
ノ
ウ
サ
ギ
、
シ
カ
、
カ
モ
シ
カ
、

キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
リ
ス
、
サ
ル
…
。

林
道
を
歩
く
と
石
垣
や
排
水
溝
等
に

ド
ン
グ
リ
や
木
の
実

が
い
く
つ
も
突
っ
込

ん
で
あ
る
。
人
の
技

で
は
な
い
。
リ
ス
が

わ
ざ
わ
ざ
？　

そ
れ

と
も
鳥
類
？　

こ
れ

は
宿
題
に
な
っ
た
。

森
の
中
の
道
な
き
道

か
ら
少
し
林
道
を
歩

き
、
頂
上
へ
の
登
山

道
へ
入
る
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
雪
が
な

く
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

は
あ
き
ら
か
に
異

な
っ
た
悲
鳴
を
上

げ
る
。

　

位
置
や
高
度
、
い

ろ
ん
な
条
件
が
い

い
か
ら
な
の
か
？

展望地よりの南ア聖岳、我が飯田市の最高峰 3013m である。
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放射冷却による気温の低下、
温暖化との関係

　
地
球
は
自
ら
冷
え
る

　
そ
れ
が
「
放
射
冷
却
」

　

前
回
は
「
登
山
で
は
雲
や
霧
、
風
な

ど
に
気
を
配
る
こ
と
が
大
事
」
と
い
う

と
こ
ろ
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
ん
な
気
象

の
観
察
に
役
立
つ
気
象
知
識
を
今
回
か

ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
放
射
冷
却
」
だ
。

　

放
射
冷
却
は
天
気
予
報
で
も
「
明
日

の
朝
は
放
射
冷
却
の
た
め
厳
し
い
冷
え

込
み
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
解

説
を
よ
く
聞
く
が
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
実
は
宇
宙
に

あ
る
全
て
の
物
体
で
絶
対
零
度
（
氷
点

下
約
２
７
３
℃
）
以
上
の
も
の
は
表
面

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
に
向
か
っ
て

放
射
し
、
自
ら
冷
え
て
い
る
。
地
球
も

例
外
で
は
な
い
。

　

図
１
を
見
て
ほ
し
い
。
地
球
か
ら
出

る
放
射
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
が
受
け

取
る
放
射
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況
を
模

式
図
に
し
た
。
波
線
が
地
球
か
ら
出
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
地
球
は
表
面
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

放
射
し
て
冷
え

て
い
く
。一
方
、

太
陽
に
面
し
た

側
つ
ま
り
昼
間

は
、
太
陽
か
ら

の
強
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
受
け
て

熱
せ
ら
れ
て
い

る
。
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
当
た

ら
な
い
夜
間
は

地
球
表
面
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
が

放
射
さ
れ
て
い

く
だ
け
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
冷
え
て
い

く
わ
け
だ
。
太
陽
の
表
面
温
度
は
５
７

０
０
℃
も
あ
る
が
地
球
の
気
温
は
平
均

１５
℃
足
ら
ず
と
低
く
、
地
球
か
ら
放
射

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
陽
に
比
べ
て

と
て
も
小
さ
い
た
め
、
例
え
ば
夜
に
地

面
に
手
を
か
ざ
し
て
も
暖
か
く
感
じ
る

こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
地
球

は
冷
え
て
い
き
、
地
面
に
接
し
た
空
気

が
そ
れ
に
つ
れ
て
冷
え
て
い
く
。
こ
れ

が
放
射
冷
却
と
そ
れ
に
よ
る
気
温
の
低

下
だ
。

第 13回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

　
放
射
冷
却
の
強
さ
は

　
雲
や
水
蒸
気
、風
の
影
響
を
受
け
る

　

で
は
、
ど
ん
な
と
き
に
放
射
冷
却
の

効
果
は
大
き
く
な
る
の
だ
ろ
う
。
ま
ず

雲
の
影
響
が
あ
る
。
雲
が
あ
る
と
地
球

か
ら
の
放
射
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宇
宙
空

間
に
向
か
う
の
を
妨
げ
、
地
球
に
向

か
っ
て
再
び
放
射
す
る
の
で
冷
却
効
果

を
下
げ
る
。
図
１
の
地
球
の
上
側
の
イ

メ
ー
ジ
だ
。
ま
た
、
風
も
冷
却
効
果
を

下
げ
る
。
風
が
あ
る
と
地
面
に
接
し
た

空
気
が
動
い
て
し
ま
う
が
、
風
が
弱
い

と
空
気
が
動
か
な
い
の
で
地
面
か
ら
冷

や
さ
れ
続
け
ど
ん
ど
ん
気
温
が
下
が

る
。
よ
く
夏
山
の
朝
に
草
木
や
テ
ン
ト

が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
く
ら
い
露
が
つ

く
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
風
が
弱
い

時
だ
。
ま
た
、
弱
い
風
が
あ
る
と
、
地

面
で
冷
や
さ
れ
た
空
気
が
少
し
か
き
混

ぜ
ら
れ
広
が
る
た
め
霧
や
も
や
に
な
る

が
、
こ
れ
が
朝
霧
と
い
う
わ
け
だ
。
雲

が
な
く
風
が
弱
い
時
は
ど
う
い
う
条
件

の
時
か
と
言
え
ば
、
高
気
圧
に
覆
わ
れ

て
い
る
時
で
、
つ
ま
り
は
好
天
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
水
蒸
気
が
少
な
い
時
も
放
射

太陽地球

波線：地球からの放射のエネルギー

太線：太陽からの放射のエネルギー

図 1　地球から出る放射のエネルギーと
地球が受け取る放射のエネルギーのイメージ図
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夏
よ
り
も
空
気
中
の
水
蒸
気
量
が
少
な

く
放
射
冷
却
の
効
果
が
大
き
い
。
筆
者

は
そ
れ
を
上
高
地
の
横
尾
の
キ
ャ
ン
プ

場
で
体
験
し
た
。

　

図
２
が
そ
の
時
の
天
気
図
。
入
山

し
た
２８
日
は
弱
い
冬
型
で
小

雪
も
舞
っ
た
が
、
釜
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
大
正
池
か
ら

白
い
鎧
を
ま
と
っ
た
焼
岳
が

望
め
た
。
河
童
橋
を
過
ぎ
横

尾
に
幕
営
し
た
が
、
そ
の
夜

は
移
動
性
高
気
圧
が
西
日
本

か
ら
本
州
上
に
移
動
し
、
よ

く
晴
れ
て
風
が
弱
ま
り
放
射

冷
却
が
効
く
条
件
に
な
っ
た
。

朝
は
テ
ン
ト
が
霜
で
ば
り
ば

り
に
凍
り
ザ
ッ
ク
へ
の
収
納

に
苦
労
し
た
が
、
蝶
ヶ
岳
に

向
か
っ
て
１
０
０
ｍ
も
登
る

と
暑
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
体
が
暖
ま
っ
た
た
め

も
あ
る
が
気
温
も
上
が
っ
て

温
度
計
は
０
℃
を
指
し
て
い

た
。
放
射
冷
却
で
冷
え
る
の

は
地
面
に
接
し
た
空
気
で
、

そ
の
上
は
気
温
が
高
い
。
も

ち
ろ
ん
山
の
斜
面
も
放
射
冷

却
で
冷
え
る
の
だ
が
、
斜
面
で
冷
や
さ

れ
た
空
気
は
重
い
の
で
谷
に
向
か
っ
て

流
れ
下
り
溜
ま
る
。
そ
の
た
め
、
冬
の

風
の
弱
い
晴
れ
た
朝
の
谷
間
は
凍
て
つ

く
寒
さ
に
な
る
が
、
冷
え
た
空
気
の
上

は
気
温
が
高
い
わ
け
だ
。
こ
の
場
合
の

よ
う
に
冬
で
も
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ

れ
上
空
に
寒
気
が
無
け
れ
ば
風
が
弱

く
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
寒
気
を
運
ぶ
季
節

風
も
弱
い
。
こ
の
日
も
夕
刻
ま
で
気
温

も
比
較
的
高
く
晴
天
弱
風
に
恵
ま
れ

た
。
昔
か
ら
「
朝
露
は
晴
れ
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
朝

の
気
温
の
状
態
か
ら
あ
る
程
度
天
気
の

状
況
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

実
は
水
蒸
気
以
外
に
も
地
球
か
ら
の

放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
物
質
が

あ
る
。
そ
れ
は
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン

ガ
ス
だ
。
こ
う
し
た
ガ
ス
が
大
気
中
に

増
え
る
と
水
蒸
気
と
同
じ
よ
う
に
地
球

の
放
射
冷
却
の
効
果
が
弱
ま
っ
て
地
球

の
温
度
を
上
げ
る
。
な
お
、
水
蒸
気
や

二
酸
化
炭
素
は
太
陽
か
ら
放
射
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ほ
と
ん
ど
吸
収
し
な
い

の
で
、
太
陽
か
ら
地
球
に
届
く
熱
量
は

変
わ
ら
な
い
。
地
球
温
暖
化
は
「
私
た

ち
の
地
球
」
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

図 2　左：1997 年 12月 28日午後 9時、右：29日午前 9時の天気図
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984
冷
却
の
効
果
が
大
き
い
。
水
蒸
気
は
地

球
か
ら
の
放
射
を
吸
収
す
る
は
た
ら
き

が
あ
り
、
吸
収
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

再
び
地
面
に
向
か
っ
て
放
射
さ
れ
る
た

め
放
射
冷
却
の
効
果
が
弱
ま
る
。
冬
は

※ 28日に上高地を通って横尾に幕営。29日朝は晴れて厳しい冷え込みとなったが、蝶ヶ岳に登りはじめて
高度を稼ぐと、まもなく気温が 0℃近くまで上がった。
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ここでは日本勤労者山岳連盟の事務所に送付いただいた５誌を取り上げ
る。前号で会報を紹介したが、こうした通常の会報とは別に、創立記念と
して記念誌発行に取り組む会・クラブもある。いずれも力作だ。

『創立 40 周年記念誌』
オレンジハイキングクラブ／長崎　54P・A4 判

『京都伏見山の会　10 周年記念誌』
2020 年 1 月発行　京都伏見山の会／京都　84P・A4 判

『山と友　創立 30 周年記念号』
2020 年 1 月発行　大田山友会／東京　44P・A4 判
　大田山友会は 3 カ月に 1 回、全国連盟に会報「山と友」を届けている。大田山
友会は「大田山の会（大田労山）」から別れて発足した会だが、特徴は全国各地
に会員がいることだ。各地の会員のいる地域に出掛けて行き山に登り交流する機
会が持てる会である。昔のような体力を活かした登山や困難な登山は難しくなっ
てきており、病気や看護などで山に行くことの出来ない事情があっても、そうい
う方も含めて生涯山の仲間として支え合っていきたいと大田山友会の杉安会長は
語っている。
　本誌には「創立 30 周年に寄せて」と題して会員や元会員約 30 名から言葉が寄
せられており、一様に山を通して築かれた山の仲間を思う心が紹介されていた。
また、ここ 10 年間に行われた思い出深い山行の数々が、2010 年から順に 40 編報
告されている。

　これまで 20 年誌と 30 年誌を刊行、本 40 年誌には「40 年の歩み」「40 周年記
念講演」「写真で振り返る 10 年」「山行の思い出」「40 周年記念式典」などが収録
されている。1979 年 12 月に多良見町に住む自然を愛する若者 8 名で発足、2 年
後に会の名前を正式に「オレンジハイキングクラブ」としてスタートした。名前
の由来は8名中5名がみかん作りに従事していたからとのこと。高いレベルにあっ
た県連登山学校の初級、中級コースに代表を送り登山技術や登山の理念などの習
得に努めてきた。紆余曲折はあったものの 40 年経った老若男女、入会経歴、登
山経験の異なる会員による「過去・現在・将来」の座談会記事が掲載されている。
　将来像について、新人・若者の育成を筆頭にあげ、次に会報ニュースの発行と
HP の継続が息の長い活動の鍵だとして、楽しい山行と学ぶ登山を実現していく
こと、そして登山関連だけでなく山をフィールドにした広範囲な自然観察・文化・
芸能などの諸活動の姿を語っている。

　京都伏見山の会は京都府連盟の組織拡大の一環として、役員や労山の仲間が一
緒になってつくった会である。京都市最大の行政区「伏見区」に労山の山の会を
つくろうということがきっかけで、京都一周トレイルの参加者を募るためにチラ
シを新聞に折り込んだり、マスコミ・情報誌に掲載したりと手探りの状態で取り
組みが始まった。その会が 10 周年を迎えて今は 50 数名の会に発展したばかりで
なく、京都府連盟の牽引力となっていることがうかがえる。
　本誌は全頁カラーで構成されている。10 周年記念レセプションの模様が鮮明に
映っており、芸達者なパフォーマンスが披露されたことがうかがえて楽しめる。
また、発足以来の 10 年間に行われた山行が思い出のアルバム特集として紹介さ
れている。多くのページが割かれているのは、会員からの寄稿「10 周年に寄せて
　私の思い」であり、伏見山の会とのかかわり、山とのかかわり、人とのかかわ
りについて 40 数名が感想を綴っている。

会報紹介
送付ありがとうございます！
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『八甲田連峰　創立 50 周年記念誌』
2020 年 6 月発行　青森勤労者山岳会／青森　151P・A4 判

『2020 年度第 49 回　北海道登山研究集会　論文報告集』
北海道勤労者山岳連盟・道央地区勤労者山岳連盟　109P・A4 判

　表紙はブルー色で描かれた八甲田連峰の山脈、手に取るとずしっと重みを
感じるのはそれだけ中身の濃い山行記録が収録されているからだろう。2010
年から 10 年間の山行記録が 32 編掲載されている。ほとんどがみちのくの山
域に足を伸ばしている。50 周年記念山行としては台湾・玉山（5 日間）を挙
行している。4 日目早朝 3 時に排雲山荘を出発して玉山山頂で見たご来光は
格別な思いであったとのこと。全員登頂できたからひとしおであったろう。
　本誌の冒頭にある青森労山の設立の趣意を読んで感心したし納得した。6
項目のスローガンを掲げており、そのひとつに「苦しい時にはみんなで助け
合おう」という人間性の基礎に立っているからだ。ほかに目を引くのは「山
と私」と称して約 30 人たちの思いが寄せられている。こだわり山行の一つと
して「山上集落を訪ねて」に興味をもった経緯に触れて、大自然より小自然、
手付かずの自然より人との関わりの深いもの、山頂を目指すより岐路、途中
の集落、道端の石仏、、、に関心を持つようになったとの記事もある。ここでは、
集落の庭先にいるお年寄りに「こんにちは」と声をかけて触れ合う楽しさを
描いている。山あいの文化と人の臭いを感じさせる。

　本登山研究集会は 1979 年に第 1 回を開催して以来、一度も滞ることなく開
催されてきて第 49 回を重ねたことは偉業である。2020 年はコロナ禍におい
てリアルな登山研究集会の開催は困難となり、代わりに記念寄稿文、各分科
会の発表予定者による誌上発表をもって登山研究集会とした。それでタイト
ルが『北海道登山研究集会　論文報告集（特別増刊号）』となっている。
　記念寄稿文は「登山者の適応する力が未知の世界を変えていく　―
COVID19 禍を生きる」医学博士・大城和恵、第 1 分科会（登山文化部門）は 2 編、
第 2 分科会（遭難対策部門）、第 3 分科会（海外登山部門）は 4 編、第 4 分科
会（自然保護部門）は 4 編、それに一般からの投稿など 3 編が収録されてい
る論文集である。

◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的

視聴は…コチラ→ 日本勤労者山岳連盟 HP、TOPICS 欄の案内からまたは

山に行く体力・筋力を維持しよう！

（本誌・今野善伸）
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映
画
『
ブ
ー
タ
ン
　
山
の
教
室
』

4
月
3
月
（
土
）
よ
り
岩
波
ホ
ー
ル
他
に
て
全
国
順
次
公
開

　「
幸
福
」
と
は
な
に
か
？
　

　 「
幸
せ
を
探
す
旅
」
に

　
終
着
点
は
あ
る
の
か
？ 

　

ブ
ー
タ
ン
版
「
デ
モ
シ
カ
」
教
師

ウ
ゲ
ン
は
勤
務
態
度
が
悪
く
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
氷
河
沿
い
に
あ
る
ル
ナ

ナ
（「
闇
の
谷
」
を
意
味
す
る
）
の
村

落
に
あ
る
学
校
に
派
遣
さ
れ
る
。
１

週
間
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て
よ
う
や
く

辿
り
着
い
た
標
高
４
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
高
地
で
、
ヤ
ク
の
放
牧
を
し
て

暮
ら
す
村
人
は
ウ
ゲ
ン
を
熱
烈
に
歓

迎
す
る
が
、
彼
の
表
情
は
な
か
な
か

晴
れ
な
い
。
携
帯
電
話
の
電
源
は
お

ろ
か
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
す
ら
手

に
入
ら
な
い
簡
素
な
生
活
様
式
に
、

到
着
早
々
「
ボ
ク
に
は
ム
リ
で
す
」

と
逃
げ
出
す
姿
勢
を
見
せ
た
ウ
ゲ
ン

だ
が
、
帰
り
た
く
て
も
す
ぐ
に
は
帰

路
に
つ
け
ず
、
再
び
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
準
備
が
整
う
ま
で
足
止
め
さ
れ
る
。

そ
ん
な
事
情
に
は
お
か
ま
い
な
く
、

翌
朝
に
は
ク
ラ
ス
委
員
長
の
少
女
ペ

ム
・
ザ
ム
が
迎
え
に
く
る
。
山
の
教

室
で
は
夜
空
に
瞬
く
星
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
眼
が
ウ
ゲ
ン
を
見
つ
め

て
い
る
。
戸
惑
っ
て
い
た
ウ
ゲ
ン
も

少
し
ず
つ
工
夫
を
重
ね
、
山
々
が
雪

に
覆
わ
れ
る
直
前
ま
で
村
で
過
ご
す

こ
と
に
な
る
。
煌
め
く
青
空
と
山
嶺

に
見
守
ら
れ
、
短
い
夏
が
過
ぎ
て
い

く
。「
先
生
は
未
来
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
子
ど
も
た
ち
が
言
う
の

は
村
長
の
教
え
だ
と
気
づ
く
ウ
ゲ
ン
。

そ
の
未
来
と
は
子
ど
も
た
ち
の
瞳
の

輝
き
そ
の
も
の
の
中
に
あ
り
、
そ
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ

自
分
だ
と
教
員
な
ら
気
づ
く
だ
ろ
う
。

だ
が
、
本
作
で
は
ル
ナ
ナ
を
桃
源
郷

と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
ペ
ン
・

ザ
ム
の
父
親
の
よ
う
に
博
打
と
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
で
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
る

人
物
も
描
き
、
業
か
ら
決
し
て
離
れ

ら
れ
な
い
人
間
の
現
実
も
突
き
つ
け

て
い
る
。
や
が
て
季
節
は
巡
り
、
ウ

ゲ
ン
は
ル
ナ
ナ
に
心
を
残
し
つ
つ
町

に
帰
り
、
当
初
の
希
望
通
り
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
。
さ

て
、
本
当
の
幸
せ
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
文
明
か
ら
離
れ
た
闇

の
谷
に
灯
る
未
来
の
光
の
照
ら
す
先

に
は
、
牧
畜
民
が
歌
い
上
げ
る
「
ヤ

ク
に
捧
げ
る
歌
」
が
木
霊
し
て
い
る
。

（
大
和
田
英
子
／

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授
・

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
国
際
部
長
）

監督・脚本：パオ・チョニン・ドルジ
2019 年製作／ 110 分・シネスコ／配給：ドマ
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3
日　

遭
難
対
策
部
会

同
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

5
日　

会
計
監
査

8
日　

自
然
保
護
委
員
会

9
日　

三
役
会
議

同
日　

組
織
部
会

17
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

18
日　

第
12
回
理
事
会

20
～
21
日　

第
34
期
第
１
回
評
議
会
（
東
京
都

府
中
市
・
ホ
テ
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
）

24
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

第
12
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
34
期
第
1
回
評
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

　

W
e
b
参
加
併
用
に
よ
る
開
催
に
つ
い
て
の

確
認
と
会
場
で
の
役
割
分
担
を
確
認
。
議
案
や

討
論
と
な
る
課
題
の
資
料
な
ど
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

②
地
方
連
盟
総
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

全
国
役
員
の
派
遣
は
状
況
に
応
じ
て
行
い
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
付
を
す
る
。

2

谷川岳一ノ倉沢・滝沢スラブを望む

大山北壁から剣ヶ峯へ

29



2

止
め
る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

須
と
な
る
。
今
ま
で
は
リ
ニ
ア
新
幹

線
反
対
運
動
の
理
由
は
「
南
ア
ル
プ

ス
の
自
然
を
守
ろ
う
」
で
あ
っ
た
が
、

「
リ
ニ
ア
は
蒸
気
機
関
車
並
の
低
効
率

故
、
莫
大
な
電
力
を
消
費
す
る
の
で

反
対
」と
の
主
張
も
加
え
た
い
。ま
た
、

石
炭
火
力
発
電
も
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が

莫
大
な
の
で
同
様
に
大
問
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
世
界
で
唯
一
、
石

炭
火
力
の
建
設
お
よ
び
輸
出
に
大
変

熱
心
な
の
で
反
対
運
動
が
必
要
で
あ

る
。
異
常
台
風
、
集
中
豪
雨
、
ウ
イ

ル
ス
多
発
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
が

こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
日
頃

政
治
に
無
関
心
で
あ
っ
た
仲
間
も
賛

同
し
て
く
れ
る
と
確
信
す
る
。

（
澤
村
秋
則
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
コ
ロ
ナ
に
め
げ
ず
、

　
労
山
は
進
む

　

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
発
行
す

る
２
つ
の
テ
キ
ス
ト
「
ハ
イ
キ
ン
グ

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
と
「
ハ
イ
キ
ン
グ
・

セ
カ
ン
ド
・
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
全
国

の
皆
さ
ま
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、

版
を
重
ね
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
が
昨
年
３
月
か
ら
コ
ロ
ナ
の
直
撃

を
受
け
て
い
る
。

　

そ
れ
以
前
は
、
両
冊
子
と
も
毎
月

１
０
０
冊
、
多
い
月
に
は
２
０
０
冊

の
注
文
が
継
続
し
て
あ
っ
た
。
各
会

で
、
新
入
会
員
の
教
育
や
、
外
に
向

け
た
登
山
教
室
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ

が
、
昨
年
３
月
以
降
は
注
文
が
急
減

し
た
。そ
し
て
、６
月
に
は
と
う
と
う
、

ど
ち
ら
も
注
文
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

夏
以
降
は
少
し
回
復
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
第
３
波
に
よ
り
再
び
低
迷
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
労
山
事
務
所
に
行
っ

て
メ
ー
ル
を
開
い
た
ら
、
ま
た
ま
た

び
っ
く
り
。
大
量
の
注
文
が
舞
い
込

ん
で
い
た
。
さ
す
が
は
労
山
。
コ
ロ

ナ
に
め
げ
ず
、
進
撃
開
始
だ
！

（
石
川
友
好
／
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

〇
遭
難
対
策
部

　
２
０
２
０
年
の
事
故
件
数
は

　
２
３
０
件
、

　
事
故
者
数
は
２
３
６
人

　

２
月
２
日
ま
で
に
届
い
た
事
故
一

報
は
１３
件
。
１０
件
は
転
倒
事
故
。
転

い
た
が
、
２
０
２
０
年
度
は
寄
付
金

全
体
額
に
対
し
て
３４
・
４
％
（
２
０

１
９
年
度
は
５３
・
９
％
）
と
な
り
減

少
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
登
山
自
粛
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

詳
し
く
は
評
議
会
・
決
議
決
定
集
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
臼
井
邦
徳
／
労
山
基
金
運
営
委
員
長
） 

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
地
球
温
暖
化
や

　
自
然
破
壊
が
原
因

　

こ
の
１
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
猛

威
で
登
山
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
自
粛
、

自
粛
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
し
か
も
こ

の
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
も
２
～

３
年
後
に
は
次
の
ウ
イ
ル
ス
が
や
っ

て
き
そ
う
、
い
や
ほ
ぼ
や
っ
て
く
る
。

ひ
ょ
っ
と
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
更
に
き
つ
い
や
つ
か
も
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
要

因
と
し
て
地
球
温
暖
化
お
よ
び
自
然

破
壊
で
あ
る
旨
の
発
言
が
京
都
大
学

前
総
長
や
自
民
党
の
重
鎮
で
あ
る
岸

田
氏
よ
り
続
い
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

登
山
者
は
登
山
活
動
を
守
る
た
め
地

球
温
暖
化
に
反
対
し
、
自
然
破
壊
を

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
第
１
種
基
金
の
廃
止

　

２
０
２
１
年
２
月
２０
・
２１
日
に
開

か
れ
た
第
３４
期
第
１
会
評
議
会
に
お

い
て
、
３
号
議
案
「
労
山
事
故
対
策

基
金
規
定
の
一
部
改
定
に
つ
い
て
」

が
審
議
さ
れ
、
全
員
一
致
で
決
定
さ

れ
た
。

　

寄
付
金
全
体
に
対
す
る
交
付
金
の

比
率
は
、
し
ば
ら
く
上
昇
を
続
け
て
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倒
に
よ
る
骨
折
は
６
件
。
石
の
上
で

滑
っ
た
り
、
木
の
根
や
丸
太
に
足
を

取
ら
れ
た
り
踏
外
し
て
の
転
倒
で
し

た
。
男
性
７
人
女
性
６
人
。
無
雪
期

６
件
、
積
雪
期
２
件
、
登
攀
１
件
、

室
内
ジ
ム
や
山
ス
キ
ー
で
の
事
故
が

そ
れ
ぞ
れ
２
件
。
前
月
か
ら
引
き
続

き
室
内
ジ
ム
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
所
属
連
盟
は
、
東
京
・
道
央
・

福
岡
が
各
２
人
、
神
奈
川
・
静
岡
・

長
崎
・
大
阪
・
奈
良
・
滋
賀
・
宮
城

が
各
１
人
。

　

２
０
２
０
年
は
死
亡
・
行
方
不
明

者
が
５
人
、
こ
の
１０
年
間
で
は
二
番

目
に
少
な
か
っ
た
が
、
前
年
同
様
の

沢
登
り
で
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

事
故
件
数
２
３
０
件
、
事
故
者
数
は

２
３
６
人
と
な
っ
た
。
こ
の
１０
年
で

は
最
小
と
な
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

禍
の
山
行
減
少
か
ら
は
少
な
く
な
い

事
故
件
数
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２
０
２
０
年
の
事
故
分
析
に
つ
い
て

は
後
日
発
表
し
ま
す
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

1 月 6 日から 2 月 2 日までに届いた事故一報

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

神奈川 女 大宝山 無雪期 転倒 石の上で滑り転倒 右手骨折

東京 男 兜山 登攀 滑落 足が滑り６m程滑落 右足踵骨骨折

道央 女 キロロ992m 山スキー 転倒 頂上直下で転倒 右膝前十字靭帯損傷

静岡 男 白馬岳 山スキー 転倒 スキー場を滑走中転倒 左膝前十字靭帯損傷

長崎 女 開聞岳 無雪期 転倒 スリップし転倒 左肘関節脱臼

大阪 男 六甲山 積雪期 転倒 雪が残っている勾配で
滑る

右足関節外踝骨折

奈良 男 三峰山 無雪期 転倒 アイスバーンで足を取
られ転倒

打撲

滋賀 男 ホッケ山 積雪期 転倒 雪の下の枝で滑り転倒 左脚腓骨骨折

福岡 女 飯盛山 無雪期 転倒 丸太の階段で足を踏み
外し転倒

左手舟状骨骨折

宮城 女 蕃山 無雪期 転倒 木の根に足を取られ転
倒

左手首橈骨骨折

東京 女 室内ジム 人工壁 墜落 1.5m位の高さから墜落 腰痛症

道央 男 羊蹄山 無雪期 転倒 沢状地形で空中に投げ
出される

左アキレス腱断裂

福岡 男 室内ジム 人工壁 体勢 ヒールフックを掛けた
大腿部痛み

左ハムストリング肉
離れ

事故原因

20代 40代 50代 60代 70代
男性
女性
合計

墜落 滑落 転倒 体勢
男性
女性
合計

無雪期 積雪期 登攀 人工壁 山スキー

男性
女性
合計

20代 40代 50代 60代 70代 80代
男性 1 1 0 3 2 0
女性 0 0 3 3 0 0
合計 1 1 3 6 2 0

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 人工壁 山スキー

男性 3 2 1 0 1 1
女性 3 0 0 0 1 1
合計 6 2 1 0 2 2

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 落石
男性 0 0 1 5 1 0
女性 1 0 0 5 0 0
合計 1 0 1 10 1 0

骨折 損傷 断裂 脱臼 肉離れ 他
男性 3 1 1 0 1 1
女性 3 1 0 1 0 1
合計 6 2 1 1 1 2

事故一報の受領順で掲載
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友人が狭心症で手術をした。年賀状が遅れて心配だったが、その後元気だと分
かった。今は手術も簡単で、夏には山に行きたいと言う。「連れて行って」と
は言ったが、自分の環境を整えることが先決であることを後で考えた。（塩田）

ある委員会の運営について激しい議論が交わされた。議論することは民
主主義の基本だが、必ず展望も語らなければ前進はしない。創立 60 年
経過してもなかなか議論がうまくできていないような気がする。人間に
とって感情は大切な感覚だが、その配分は議論にとって難しい。　（田上）

寒さと行動自粛のさなか、近くの愛宕山には頻繁に通っている。麓から
およそ 4 ㎞の急登を登り降りしている参道補修を始めたが大変である。
道具類を担ぎ上げ階段にする丸太や杭の木材を倒木で調達し、現場まで
引きずって腐食したり欠けた個所の交換。ボチボチ続けたい。　　（小倉）

田舎に移り住み自然の中で天気と相談しながら野菜を作って生活する知
人が、気候変動の加速を年々実感すると。山火事、洪水、難民、海面上昇、
種の絶滅…「対岸の火事」も明日は我が事だ。「成長」枠組みの大転換へ、
残された時間は僅か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

山焼きは春早く、山の枯木や枯草を焼き払うことであり、害虫駆除と施
肥を兼ねている。焼いたあとの野山から青々と芽をだす。このためカナ
ダでは計画的な山火事を起こしている。しかし、足利両崖山付近の山火
事は一週間続き民家まで近づいている。早急の鎮火を願う。　　　（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

4月号　No.554　2021年3月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

第 53 回雲南懇話会（京都フォーラム）開催案内
雲南 ･ チベット地域および周辺
地域を総合的に研究する「雲南
懇話会」は昨年発足 16 周年を
迎え、5 月に「京都フォーラム」
を開催する。特別講演を山極壽
一氏（京都大学前総長）、光永圓
道師（比叡山延暦寺一山大乗院
住職、北嶺大行満大阿闍梨）が
行うほか、近藤和美氏（日本勤
労者山岳連盟名誉会員）らが登
壇する。定員 70 名の事前申し込
み制。

日　時：2021 年 5 月 9 日（日）
       　  　10 時 20 分～ 16 時 30 分（茶話会は 17 時～ 19 時）
場　所：京都大学百周年時計台記念館　国際交流ホール 2 室
参加費：2000 円（茶話会は 3000 円）
申込み：info ＠ yunnan-k.jp　

プログラム：
◇午前の部（10 時 20 分～ 11 時 45 分）
　安仁屋政武「雲南懇話会の概況と 1989 年当時の梅里雪山山麓（斯農村、明永村）」
　上原美奈子「茶を育てて見えてくること －雲南省南見村と島根県柿木村から－」
◇午後の部（13 時 10 分～ 16 時 30 分）
　近藤和美「パミール・天山 7,000m の峰々からヒマラヤの高峰へ」
　山極壽一「ゴリラに学ぶ －ヒトの未来、地球の未来－」
　光永 圓道「千日回峰行を生きる」
◇茶話会（17 時～ 19 時）
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メコノプシス・ヴェヌスタ
中国雲南省麗江市住古山　標高 3950m

　

飛
行
機
が
麗
江
空
港
に
向
け
て
下
降
を
始
め

る
。
６
月
だ
と
い
う
の
に
周
囲
の
山
々
の
頂
上
は

白
い
。
目
を
凝
ら
す
と
、
白
く
見
え
た
の
は
岩
で

あ
っ
た
。
２
億
年
前
、
雲
南
は
テ
チ
ス
海
と
い
う

赤
道
直
下
の
温
暖
な
海
の
中
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド

亜
大
陸
が
南
か
ら
近
づ
く
と
隆
起
し
、
浅
い
海
と

な
る
。
サ
ン
ゴ
の
遺
骸
か
ら
な
る
厚
さ
数
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
が
堆
積
し
た
。
そ
の
後
、
大

陸
衝
突
に
よ
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
形
成
し
た
造
山

活
動
は
そ
の
東
端
に
あ
っ
た
雲
南
の
地
も
数
千

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
持
ち
上
げ
た
。
山
頂
の
白
い

石
灰
岩
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。
そ
し
て
、
隆
起
と

と
も
に
テ
チ
ス
海
の
ほ
と
り
で
咲
い
て
い
た
ケ
シ

た
ち
も
高
山
へ
と
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

石
灰
岩
の
土
壌
は
植
物
が
育
つ
に
は
過
酷
す
ぎ

る
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
保
水
性
が
非
常
に
悪
い
。

植
物
は
生
き
る
た
め
根
を
地
中
深
く
伸
ば
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
金
属
イ
オ
ン
は
遺
伝
子

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
夏
、
白
い
石
は
光
を
反
射

し
、
地
表
温
は
４０
℃
を
超
す
。
そ
し
て
、
花
粉
を

媒
介
す
る
虫
も
こ
の
地
獄
の
よ
う
な
場
所
に
近
寄

ろ
う
と
し
な
い
。
こ
う
し
た
環
境
で
生
き
延
び
、

必
死
に
花
を
つ
け
る
青
い
ケ
シ
に
美
の
女
神
は
最

高
の
恩
寵
を
与
え
た
。
白
い
屑
石
の
海
に
佇
む
姿

は
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
」

の
よ
う
だ
。
種
小
名
の
ヴ
ェ
ヌ
ス
タ
と
は
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
こ
と
。

写真・文　松永秀和

─雲南省編②─
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茶
ノ
木
平
～

明
智
平
は
、
日

光
男
体
山
と

華
厳
の
滝
に
迫

る
絶
景
パ
ノ
ラ

マ
コ
ー
ス
で
あ

る
。
交
通
ア
プ

ロ
ー
チ
が
良
く
、
バ
ス
で
も
乗
用
車

で
も
登
山
口
近
く
ま
で
行
け
る
。
バ

ス
利
用
の
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
日
光
駅
ま

た
は
、
東
武
日
光
駅
か
ら
東
武
バ
ス

湯
元
温
泉
行
き
か
中
禅
寺
温
泉
行
き

に
乗
り
、
中
禅
寺
温
泉
バ
ス
停
下
車

と
な
る
。
乗
用
車
の
場
合
は
、「
い
ろ

は
坂
」
を
登
っ
て
中
禅
寺
湖
畔
の
華

厳
の
滝
駐
車
場
か
湖
畔
第
１
・
第
２

駐
車
場
が
良
い
。

　

登
山
口
へ
は
中
禅
寺
温
泉
バ
ス
停

か
ら
明
智
平
方
面
へ
国
道
１
２
０
号

を
戻
り
、
立
木
観
音
へ
の
近
道
を
右

に
折
れ
る
と
、
す
ぐ
左
手
に
日
光
自

然
ふ
れ
あ
い
の
道
の
看
板
が
あ
り
、

茶
ノ
木
平
へ
の
登
り
と
な
る
。
登
山

道
は
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
安

心
し
て
歩
け
る
。
登
山
口
か
ら
５０
分

ほ
ど
で
茶
ノ
木
平
北
展
望
台
に
着
く
。

茶
ノ
木
平
は
広
々
と
し
た
展
望
の
良

い
草
地
で
、
男
体
山
や
中
禅
寺
湖
な

ど
が
見
渡
せ
、
気
持
ち
の
良
い
場
所

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
半
月
山
分
岐
を

左
に
折
れ
て
平
坦
な
サ
サ
原
を
抜
け

標
識
の
あ
る
細
尾
峠
分
岐
を
左
折
し
、

観
瀑
台
、
茶
ノ
木
平
分
岐
を
経
て
明

智
平
展
望
台
に
向
か
う
。
こ
こ
か
ら

は
華
厳
の
滝
、
中
禅
寺
湖
、
男
体
山
、

鳴
虫
山
な
ど
が
見
え
、
３
６
０
度
の

展
望
で
あ
る
。
近
く
に
ト
イ
レ
も
あ

る
。

　

明
智
平
展
望
台
か
ら
茶
ノ
木
平
分

岐
ま
で
戻
り
、
こ
こ
か
ら
送
電
線
に

沿
っ
て
２０
分
ほ
ど
西
に
向
か
う
と
送

電
線
鉄
塔
の
下
に
出
る
。
周
辺
は
広
々

と
し
て
い
て
展
望
が
よ
く
、
北
側
に

男
体
山
が
大
き
く
見
え
、
中
禅
寺
湖

も
見
渡
せ
る
。
こ
こ
か
ら
明
智
第
二

ト
ン
ネ
ル
出
口
ま
で
下
り
て
国
道
１

２
０
号
線
を
２０
分
ほ
ど
歩
く
と
中
禅

寺
温
泉
バ
ス
停
に
着
く
。
こ
の
コ
ー

ス
上
に
は
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
や
シ
ロ
ヤ

シ
オ
が
群
生
す
る
箇
所
が
多
く
あ
り
、

５
月
上
旬
か
ら
６
月
上
旬
ま
で
ア
カ

ヤ
シ
オ
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

シ
ロ
ヤ
シ
オ
の
順
に
咲
い
て
ど
の
花

も
見
ご
た
え
が
あ
る
。

日
光
・
茶
ノ
木
平
～
明
智
平

ア
カ
ヤ
シ
オ
と
シ
ロ
ヤ
シ
オ
が
群
生

鈴
木
正
人  

宇
都
宮
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
栃
木

茶ノ木平に咲くアカ・シロヤシオと男体山

明智平に群生するアカヤシオ

参考タイム：中禅寺温泉バス停～ 10 分～登山口～ 50 分～茶ノ木平北展望台～ 10 分～半月山分岐～ 15 分～細尾峠分
岐～ 35 分～茶ノ木平分岐～ 15 分～明智平展望台～ 15 分～茶ノ木平分岐～ 20 分～送電線鉄塔下～ 20 分
～トンネル出口～ 20 分～中禅寺温泉バス停
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毎
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に

か
け
て
九
重
の
山
々
が
ピ
ン
ク
色
の

絨
毯
を
広
げ
た
よ
う
に
染
ま
る
。
そ

の
中
で
も
扇
が
鼻
（
１
６
９
８
ｍ
）

や
平
治
岳
（
１
６
４
３
ｍ
）
は
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
が
美
し
い
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
は
ツ
ツ
ジ
の
一
種
で
、
九

州
各
地
の
高
山
に
自
生
す
る
。
１
ｍ

の
低
木
で
花
期
は
５
月
下
旬
か
ら
６

月
中
旬
だ
。
紫
紅
色
の
花
を
付
け
ピ

ン
ク
色
も
見
ら
れ
る
。
数
年
前
は
キ

シ
タ
エ
ダ
シ
ャ
ク
と
い

う
蛾
の
幼
虫
に
蕾
が
食

べ
ら
れ
、
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
た
。
現
在

は
、
こ
の
花
を
愛
す
る

人
達
の
努
力
で
山
の
緑

と
ピ
ン
ク
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
る
。

　

九
重
で
は
毎
年
６
月

の
第
一
日
曜
日
に
「
山

開
き
」
が
行
わ
れ
る
。

坊
が
つ
る
讃
歌
に

♪
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
咲

き
誇
り　

山
く
れ
な
い
に
大た

い
せ
ん船

の　

峰
を
仰
ぎ
て
山
男　

花
の
情
を
知
る

者
ぞ
♪　

　

と
み
ん
な
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
花
を
迎
え
て
本
格
的
な
登
山
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
。
そ
し
て
山
開
き
を

皮
切
り
に
、
鮮
や
か
な
こ
の
ピ
ン
ク

色
の
花
を
目
的
に
、
全
国
か
ら
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
る
。

　

山
仲
間
１１
名
で
２
０
１
９
年
６
月

９
日
（
日
）
こ
の
花
を
楽
し
も
う
と

福
岡
を
出
発
し
た
。
扇
が
鼻
の
た
お

や
か
な
山
頂
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
の
美
し
さ
が

増
し
て
く
る
。
山
頂
は
既
に
大
勢
の

登
山
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
み
ん

な
カ
メ
ラ
片
手
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
だ
。

こ
の
時
期
し
か
見
ら
れ
な
い
そ
の
美

し
さ
に
気
分
も
高
揚
し
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
日
は
日
帰
り
山
行
だ
っ
た

が
、
過
去
に
は
１
泊
２
日
で
平
治
岳

（
１
６
４
３
ｍ
）
や
大
船
山
（
１
７
８

６
ｍ
）
も
登
っ
た
。
毎
年
九
重
の
コ
ー

ス
を
変
え
て
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
楽

し
ん
で
い
る
。

九
重

天
然
記
念
物
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
じ
ゅ
う
た
ん

林
ス
ミ
子  

あ
だ
る
と
山
の
会
／
福
岡

平治岳　ピンクのじゅうたん
（提供：甲斐康義）

ピンクに染まる北大船山・米窪付近（提供：甲斐康義）
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【
解
説
】

　

ど
ん
な
山
を
歩
く
に
し
て
も
、
尾

根
を
歩
い
て
い
る
の
か
谷
を
歩
い
て

い
る
の
か
は
、

現
在
地
把
握
や

ル
ー
ト
維
持
に

必
要
な
地
形
情

報
で
あ
る
。
そ

し
て
地
形
情
報

を
使
っ
て
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
す

る
た
め
に
は
、

地
図
上
で
尾
根

谷
の
読
み
取
り

が
で
き
な
く
て

は
い
け
な
い
。

尾
根
谷
を
素
早

く
確
実
に
読
み

取
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
様
々
な
場
所
の
等
高

線
を
読
む
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
こ
で

今
回
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
尾
根
谷

里
山
歩
き
　
─
尾
根
と
谷
の
読
み
取
り
─

【問題】

下記の地図の等高線を読み、尾根線と谷線を引いてください。
（制限時間：上級者 5 分、中級者 10 分以内、初級者 15 分以内）

142

地図の作成に当たっては国土地理院発行の数値地図（国土基本情
報）、電子国土基本図（地図情報および地名情報）を利用し、問題
用に一部記号を加工した。
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の
読
み
取
り
問
題
を
提
供
し
た
。

　

慣
れ
れ
ば
尾
根
、
谷
を
判
別
し
て

線
を
す
ら
す
ら
引
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
尾
根
の
上
の

鞍
部
や
大
き
な
谷
を
挟
ん
で
向
か
い

合
う
小
さ
な
尾
根
・
谷
の
向
き
が
理

解
で
き
ず
に
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

多
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
き
は
等
高

線
の
凸
部
を
い
き
な
り
結
び
始
め
る

の
で
は
な
く
、
先
に
地
図
を
広
く
読

み
全
体
的
な
地
形
を
把
握
し
て
み
る

と
よ
い
。　

　

こ
の
問
題
の
場
合
、
東
側
を
南
北

に
走
る
尾
根
Ａ
が
も
っ
と
も
高
い
場

所
で
あ
り
、
西
側
を
走
る
川
の
周
辺

が
も
っ
と
も
低
い
場
所
で
あ
る
。
つ
ま

り
東
か
ら
西
に
標
高
が
下
が
り
、
西

に
張
り
出
す
尾
根
と
西
か
ら
切
り
込

む
谷
と
が
交
互
に
並
ん
で
い
る
地
形

を
成
し
て
い
る
。
計
曲
線
（
５
本
に

１
本
現
れ
る
太
い
等
高
線
）
を
な
ぞ
っ

て
み
る
と
大
き
な
地
形
を
把
握
し
や

す
く
な
る
。

　

ま
た
最
初
は
凸
部
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
所
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
凸

部
が
分
か
り
や
す
く
連
続
し
て
い
る

場
所
、
つ
ま
り
明
瞭
で
長
く
続
く
尾

根
谷
か
ら
読
み
取
る
こ
と
で
大
き
な

尾
根
谷
を
把
握
で
き
、
そ
こ
か
ら
尾

根
谷
の
分
岐
や
細
か
な
地
形
を
読
み

解
き
や
す
く
な
る
。
解
説
図
で
示
し

た
尾
根
谷
が
読
め
て
い
れ
ば
尾
根
谷

の
読
み
取
り
は
合
格
と
言
え
る
レ
ベ

ル
。

　

と
こ
ろ
で
、
黄
色
で
塗
っ
た
場
所

の
よ
う
に
尾
根
線
谷
線
を
つ
な
い
で

い
な
い
場
所
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
所
は
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
①
か
ら

は
②
の
尾
根
谷
の
出
っ
張
り
が
見
え

ず
①
の
脇
に
あ
る
斜
面
に
し
か
見
え

ず
、
そ
の
斜
面
を
少
し
下
る
か
登
る

か
し
な
い
と
、
②
の
尾
根
谷
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
線
を
つ

な
い
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
等

高
線
上
で
尾
根
谷
の
つ
な
が
り
が
不

明
瞭
な
場
所
は
現
地
で
も
地
形
が
見

え
づ
ら
く
ル
ー
ト
を
見
失
い
や
す
い

場
所
で
あ
る
。
意
識
的
に
離
し
て
引

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば
既
に
中

上
級
者
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

いずれも極端な例だが、枝分かれた先は
明瞭な尾根谷でも分岐付近は不明瞭な場
合も多い。樹林帯では特に先の地形が見
えずその場では分岐だと気づけないので
注意が必要だ。

不明瞭な地形分岐　（a）谷　（b）尾根
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上臈岩から見た鳳来湖と明神山 下道にある中屏風仰ぎ

　

奥
三
河
の
名
峰
、
明
神
山
や
宇
連

山
の
眺
望
に
加
え
、
数
多
く
の
岩
峰

や
洞
窟
な
ど
を
探
勝
で
き
る
の
が
こ

の
上
臈
岩
岩
峰
群
だ
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
で

は
人
気
上
昇
中
。
訪
れ
る
人
も
増
え

て
い
る
。

　

ス
タ
ー
ト
は
、
愛
知
県
新
城
市
に

あ
る
愛
知
県
民
の
森
駐
車
場
。A
キ
ャ

ン
プ
場
か
ら

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
尾
根
の
整
備
さ
れ
た

階
段
道
を
登
る
と
、
岩
が
む
き
出
し

に
な
っ
た
東
尾
根
に
出
る
。

　

宇
連
山
や
鳳
来
寺
山
の
眺
め
が
良

い
東
尾
根
展
望
台
を
経
て
、
さ
ら
に

北
上
す
る
と
東
尾
根
か
ら
北
尾
根
に

変
わ
る
地
点
に
看
板
が
あ
る
。
こ
こ

が
上
臈
岩
へ
の
分
岐
点
に
な
る
が
、

特
に
表
示
は
な
い
。
右
折
し
て
痩
せ

尾
根
を
行
く
。
先
に
進
む
に
つ
れ
、

眺
め
の
良
い
場
所
が
続
く
。
や
が
て

「
上
臈
岩
岩
峰
群
案
内
」
と
い
う
、
道

の
詳
細
図
と
現
在
地
が
記
さ
れ
た
案

内
板
が
現
れ
る
。
上
臈
岩
周
回
路
の

入
り
口
だ
。
こ
の
先
、
道
は
展
望
の

良
い
上
部
を
巡
る
上（
天
）道
と
、数
々

の
洞
窟
や
奇
岩
を
巡
る
下
（
地
）
道

に
分
か
れ
る
。
下
道
は
面
白
い
が
、

急
登
降
、
岩
場
、
ロ
ー
プ
場
な
ど
の

危
険
も
多
い
難
路
だ
。
初
心
者
は
入

ら
な
い
方
が
良
い
。
ま
た
、
全
て
の

道
を
巡
る
に
は
2
時
間
程
度
、
見
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

下
道
を
巡
り
再
び
上
道
に
戻
っ
て

く
る
と
、
上
道
の
中
央
辺
り
に
、
中

の
上
臈
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

鳳
来
湖
と
明
神
山
の
眺
望
が
素
晴
ら

し
く
、
ラ
ン
チ
を
と
る
の
が
良
い
。

　

眺
望
を
満
喫
し
た
ら
往
路
を
戻
る
。

県
民
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

戻
っ
た
ら
、
右
折
し
て
北
尾
根
コ
ー

ス
に
進
む
。
シ
ュ
ー
ト
ン
沢
で
左
折

し
て
大
津
谷
林
道
ま
で
下
り
、
そ
の

ま
ま
進
む
と
、
不

動
滝
を
経
て
1
時

間
く
ら
い
で
駐
車

場
に
到
着
す
る
。

駐
車
場
の
手
前
に

あ
る
「
モ
リ
ト
ピ

ア
愛
知
」
で
は
入

浴
も
可
能
だ
。

愛知県民の森から上
じょう

臈
ろ う い わ

岩 愛　知

人気上昇中
展望の岩峰探勝コース

亀井共夫
名古屋山岳同志会／愛知

　 参考タイム　　交通　　温泉　　問い合わせ　　地形図時 交 温 問 地

温

交

時

問
地

愛知県民の森駐車場＞ 45 分＞東尾根出合い＞ 60 分＞東尾根北尾根交差
点（分岐）＞ 35 分＞上臈岩周回路入り口＞ 120 分＞周回路探索・中の
上臈＞ 40 分＞東尾根北尾根交差点（分岐）＞ 10 分＞シュートン沢出合
い＞ 30 分＞大津谷林道出合い＞ 55 分＞愛知県民の森駐車場

（名古屋方面から）新東名高速道路新城 I.C. →愛知県民の森 P まで 20 分
（静岡方面から）三遠南信自動車道 鳳来峡 I.C. →愛知県民の森 P まで 5 分
JR 飯田線　三河槙原駅→愛知県民の森 P まで徒歩 10 分
名号温泉　うめの湯　0536-33-5126 ／湯谷温泉 鳳来ゆーゆーありいな　
0536-32-2212 ／道の駅　もっくる新城　0536-24-3005
新城市役所鳳来総合支所　0536-32-0511 ／愛知県民の森 0536-32-1262
1:25000 三河大野、海老、熊、三河本郷

471.6

三河槙原駅

駐車場🅿🅿
モリトピア愛知

シャクナゲ尾根

東尾根

東尾根展望台

北尾根

周回路入り口

上臈岩

鳳
来
湖

大
津
谷
林
道

シュートン沢

・342

・471

・195

0           500
m
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山変化
石井光造

　

雪
と
桜
の
写
真
を
探
し
て
い
た
。
小

出
の
奥
に
あ
る
三
ッ
又
集
落
の
残
雪
に

咲
く
桜
が
見
つ
か
っ
た
（
右
写
真
）。
同

じ
ア
ル
バ
ム
に
白
い
姿
か
ら
黒
い
姿
に

な
っ
た
山
の
変
化
が
は
っ
き
り
見
ら
れ

る
二
枚
の
写
真
が
あ
っ
た
。

　

中
央
の
写
真
は
四
月
一
日
の
残
雪
豊

か
な
山
。
さ
す
が
豪
雪
の
魚
沼
の
山
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
左
が
大
倉
山

（
九
七
五
ｍ
）、
中
央
の
ピ
ー
ク
が
唐
松

山
（
一
〇
七
九
ｍ
）、
右
端
が
上
権
現
堂

山
（
九
九
八
ｍ
）
で
、
真
っ
白
な
ピ
ー

ク
を
連
ね
て
い
た
。

　

左
の
写
真
は
ち
ょ
う
ど
一
か
月
後
の

四
月
三
〇
日
の
同
じ
山
の
姿
で
あ
る
。

黒
々
と
し
た
山
肌
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
中
で
も
大
倉
山
は
急
峻
な
山

肌
ら
し
く
、
稜
線
が
白
い
時
期
で
も
こ

の
峰
だ
け
が
黒
く
見
え
て
い
る
。

　

四
月
初
め
の
二
日
間
は
、
底
雪
崩
が

林
道
に
落
ち
始
め
て
い
て
、
登
山
を
諦

め
、
温
泉
に
一
泊
し
て
帰
り
、
同
じ
年

の
四
月
末
に
再
挑
戦
し
て
、
わ
ず
か

七
六
〇
ｍ
の
明
神
山
に
登
っ
た
。
そ
の

お
か
げ
で
白
い
山
が
黒
く
な
る
記
録
を

残
せ
た
。
い
い
宿
で
あ
っ
た
中
子
沢
温

泉
羽
川
荘
が
な
く
な
っ
た
の
が
残
念
。

vol.99

人物を描くときは、比較的「動き」
が難しいです。通常はその場でス
ケッチするときは下絵を描かなく
ていいのですが、ちょっと練習を
しておくとたのしく描けます。

1. 顔の向きを傾けて、鼻の位置、目
の位置を示しておくといいでしょ
う。

2. 今回は、薄くえんぴつで描いた上
にダーマトで描いています。体の
向きは斜め 45 度傾いているとよ
いと思います。

3. まっすぐ前向きになってしまいが
ちですが、注意してみましょう。

動きがある絵にしよう

ま
っ
す
ぐ
は
×

鼻
も
中
央
は
×

肩
も
な
な
め
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昨
年
秋
に
『
コ
ロ
ナ
禍
の
山
小

屋
泊
り
』
に
つ
い
て
、
４５
年
来
の

念
願
だ
っ
た
山
小
屋
に
泊
ま
れ
た

事
を
書
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
は
１
日
目
に
国
道
１７
号

沿
い
に
あ
る
登
山
口
か
ら
平
標
小

屋
ま
で
行
き
、
２
日
目
に
谷
川
連

峰
最
高
峰
の
仙
ノ
倉
山
を
平
標
山

か
ら
往
復
し
て
新
潟
側
へ
と
下
山

し
ま
し
た
。

　

山
の
会
仲
間
と
４
人
で
の
山
行

で
し
た
が
、
２
日
目
の
昼
食
を
宿

泊
受
付
時
に
誰
も
た
の
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
ナ
ン
ト
び
っ
く
り
、
打

ち
合
わ
せ
も
し
て
い
な
い
の
に
朝

方
に
全
員
が
尾
西
の
α
米
に
小
屋

の
お
い
し
い
水
を
入
れ
て
出
発
し

た
の
で
す
。

　

運
悪
く
小
雨
状
の
中
を
歩
き
だ

し
カ
ッ
パ
も
ザ
ッ
ク
も
び
し
ょ
び

し
ょ
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
境
陵

線
を
群
馬
側
か
ら
新
潟
側
に
下
り

始
め
る
と
、
き
れ
い
な
青
空
が
広

が
る
晴
天
。
そ
し
て
１２
時
頃
に
小

ピ
ー
ク
に
て
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
人
共
に
尾
西
の
α
米
と
い
う

の
も
不
思
議
で
し
た
が
、
更
に
内

３
人
が
『
山
菜
お
こ
わ
』
だ
っ
た

ん
で
す
。
赤
飯
と
な
ら
ん
で
、
大

好
き
な
山
菜
お
こ
わ
は
、
も
ち
米

を
使
っ
て
い
る
の
で
温
か
く
て
も

た
と
え
冷
え
て
て
も
、
も
ち
も
ち

感
が
あ
り
お
い
し
く
い
た
だ
け
る

の
で
す
。

　

そ
う
言
っ
て
は
な
ん
で
す
が
、

近
年
で
こ
そ
山
小
屋
の
弁
当
は
お

い
し
い
物
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

あ
ま
り
喜
ん
で
い
た
だ
け
な
い
ば

か
り
か
、
特
に
女
性
は
残
し
て
し

ま
う
方
が
多
く
、
水
分
が
多
い
重

い
弁
当
を
い
つ
ま
で
も
背
負
っ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
な
ん

か
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
最
悪

は
弁
当
汁
が
し
み
出
し
て
装
備
を

ベ
ト
ベ
ト
に
し
た
り
と
か
…
の
経

験
が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で

は
!?

　

昔
は
テ
ン
ト
泊
時
の
朝
か
夕
食

用
だ
っ
た
尾
西
の
α
米
も
、
今
で

は
昼
食
の
定
番
に
も
な
っ
て
来
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
御
飯
の
種

類
も
さ
す
が
に
安
定
化
（
完
成
度

が
高
い
か
ら
か
）
し
て
最
近
新
製

品
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

が
、
先
日
食
糧
品
陳
列
棚
に
珍

し
い
色
の
α
米
が
垣
間
見
え
た
ん

で
す
。
そ
れ
も
見
る
か
ら
に
激
辛

そ
う
な
色
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
の
で

す
。
特
に
『
ナ
シ
ゴ
レ
ン
』
は
超

激
辛
で
す
。
辛
物
好
き
に
は
オ
ス

ス
メ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
下
さ
い
ね
。

激辛！
オニシのα米

231

元カモシカスポーツ本店店長

尾西の他、サタケ等のα米やフリーズド
ライ食品は各社より発売されているが、
尾西は私が山登りを始めた頃からあった。
大昔はまずかったα米は現在すご～く、
うまぁ～い。

α米が並ぶ食糧品売り場

尾西食品のα米は、この 2 点の他にも
五目飯、松茸ごはん、白飯など 10 種類
以上あり、小屋泊山行の昼食には特にオ
ススメだが夕食や朝食にもと 3回使って
もいいし、（しつこいか…）下界での夜食
や海外旅行、非常食用と色々使える。お
湯でも水でもOKでケースはチャックな
ので水分を入れても、こぼれないし何回
かに分けて食べられる。スプーン付が故、
食器不要でそのままの容器で食せる。

左がビリヤン（インド中東などの地域で
食されているスパイスの効いた炊き込み
御飯）右が激辛のナシゴレン（インドネ
シアやマレーシアの伝統的な辛味の効い
たチャーハン）だがマジに辛いので苦手
な方や子供には要注意の事。辛好き山屋
はチャレンジを。￥340。

尾西の山菜おこわと赤飯

コレが激辛！オニシα米

4 月の西伊豆の金冠山山
頂を望む。まさに山笑う！
　新緑とマメザクラ（フ
ジザクラ）がパッチワー
クのようだ。

もうすぐ

山の桜も咲くよ。
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